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このガイドについて

このガイ ドでは、 Novell® DeFrameTM をできるかぎ り素早く簡単にセッ ト アップする方
法について説明しています。 このガイ ドは、 DeFrame をインス トールおよび管理する
ネッ ト ワーク管理者を対象と しており、 次のセクシ ョ ンに分かれています。

! 9 ページの ｢はじめに｣

! 13 ページの ｢インス トール｣

! 37 ページの ｢アップグレード｣

! 63 ページの ｢管理｣

ドキュメントの更新

DeFrame 2.01の 『インス トールおよび管理ガイ ド』 の最新版については、 ZENworks for 
Desktops 4 Documentation Webサイ ト  (http://www.novell.com/documentation/japanese/
zdpr)にある DeFrame のマニュアルを参照して ください。

表記規則

Novellのマニュアルでは、 大な り記号 (>) を使用して手順内の操作、 および相互参照パ
ス内の項目を区切り ます。

商標記号 (TM、 ® など )は、 Novell の商標を示します。 アスタ リ スク (*)は、 サードパー
ティの商標を示します。

ご意見の宛先

本マニュアルおよび ZENworks OnDemand Servicesに含まれているその他のマニュアル
について、 皆様のご意見やご要望をお寄せください。 ご意見やご要望は、
proddoc@novell.com宛てに電子メールでお送り ください。

http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr
http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr


8   ZENworks for Desktops 4.0.1 DeFrameインストールおよび管理ガイド

    Novell Confidential      Manual (JPN)  12 May 2003



はじめに 9

    Novell Confidential        Manual (JPN)  12 May 2003

I はじめに

11 ページの第 1 章 ｢ ZENworks for Desktops DeFrameについて｣
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1 ZENworks for Desktops DeFrameについて

DeFrameTMは、 Novell® ZENworks® for Desktops (ZfD)のコンポーネン トであ り、 Novell 
Application LauncherTMにシンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを配布します。 DeFrame
は、 ZENworks for Desktops Program CD または ZENworks 6 Desktop Management Program 
CD から ZfD 4.0.1 をインス トールした場合に使用できます。 ZfD 4 または ZfD 4 Support 
Pack 1には DeFrameが含まれません。

DeFrame を使用しない場合は、 従来の ZfD アプリ ケーシ ョ ン管理手法に従って、 Novell 
Application Launcher からシンク ライアン ト を配布できます ( 『ZENworks for Desktops 4
管理ガイ ド』 の 「Application Management」 の 「ユーザまたはワークステーシ ョ ンへの
アプリ ケーシ ョ ンの配布」 を参照 )。 

DeFrame を使用する と、 シンク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを配布できるだけでな く、
次の機能が提供されます。

! ディ レ ク ト リベースの管理 : すべてのアプリ ケーシ ョ ン、 ユーザ、 およびター ミナ
ルサーバに関する情報は Novell eDirectoryTMに格納され、 Novell eDirectory で管理さ
れます。 eDirectory を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ン配布の設定および管理を素早
く簡単に行 う こ とができます。

! サーバ負荷分散 : 負荷分散を行 う と、 ユーザが起動した DeFrame シンク ライアン ト
アプ リ ケーシ ョ ンは負荷が最も小さいター ミナルサーバで実行されるため、 サーバ
のパフォーマンスが向上し、 ユーザの負担が軽減されます。 

! 切断されたセッシ ョ ンの追跡 : セッシ ョ ンの追跡機能を使用する と、必要に応じて、
切断されたセッシ ョ ンを再有効化またはク リーンアップするこ とができます。

! ダイナミ ッ クユーザ管理 : DeFrameに ZfD DLU( ダイナミ ッ ク ローカルユーザ ) ポ リ
シーを統合するこ とによって、 ター ミナルサーバのユーザアカウン ト 、 ファ イルシ
ステム権利、 およびユーザププロファ イルを動的に管理できます。

! Citrix MetaFrame のサポート : DeFrameは、 Citrix* MetaFrame*および Microsoft* 
Windows* ター ミナルサーバをサポート します。

! Citrix Published Application Manager: DeFrameには、 DeFrame Published Application 
Synchronization とい うユーティ リ テ ィが含まれています。 このユーティ リ テ ィ を使
用する と、 アプ リ ケーシ ョ ン情報を Citrix Published Application Manager から
eDirectoryにインポートできます。

! Novell iFolderの統合 : Novell iFolder®はシンプルで安全なス ト レージソ リ ューシ ョ ン
です。 Novell iFolder を使用する と、 ユーザはいつでもどこからでも個人用のファ イ
ルにアクセスし、 ファ イルを管理できます。 ユーザがファ イルをローカルで保存す
る と、 ネッ ト ワークサーバ上のファ イルが iFolderによって自動的に更新されます。

DeFrameに iFolder を統合する と、 ユーザは、 DeFrame シンク ライアン ト アプ リ
ケーシ ョ ンで使用されたファ イルを管理および保存するこ とができます。 ユーザの
ファ イルはローカルではなく ター ミナルサーバに保存され、 iFolderサーバと同期
化されます。
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! ZENworks Web Self-Serviceの統合 : ZENworks Web Self-Service を使用する と、ユーザ
自身がアプリ ケーシ ョ ンの使用を要求して使用許可を得たり、 アプ リ ケーシ ョ ンの
使用状況を追跡した りできます。 管理者がユーザにアプリ ケーシ ョ ンの使用許可を
割り当てる以外に、 ユーザがアプリ ケーシ ョ ンの使用許可を要求するこ とができま
す。 これらの要求は受諾または拒否されます。 要求が受諾される と、 ユーザはアプ
リ ケーシ ョ ンを使用できるよ うにな り ます。 複数のアプリ ケーシ ョ ンを 1つにパッ
ケージ化する と、 アプ リ ケーシ ョ ンの使用許可を 1回要求するだけでそれらすべて
のアプリ ケーシ ョ ンを使用できます。 アプ リ ケーシ ョ ンの使用状況を追跡するこ と
もできます。 

Web Self-Serviceは、 ZENworks 6 スイートに含まれています。 詳細については、
ZENworks 6のマニュアル (http://www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6)
を参照して ください。

http://www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6
http://www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6
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II インストール

15 ページの第 2 章 ｢インス トール｣
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2 インストール

次の節では、 Novell® ZENworks® for Desktops DeFrameTM を新し く インス トールする方法
について説明します。 Novell DeFrame 2.01 (ZENworks OnDemand ServicesTM 2に含まれる
バージ ョ ン )からアップグレードする場合は、 37 ページの ｢アップグレード｣を参照し
て ください。

! 15 ページの ｢ソフ ト ウェア要件の確認｣

! 18 ページの ｢ DeFrame Softwareのインス トール｣

これらの作業を終了したら、 シンク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンの配布や、 DeFrame
に関連したその他の管理作業の実行について 36 ページの ｢これ以降の作業｣を参照して
ください。

注 : このインストール情報は、『ZENworks for Desktops 4インストールガイド』にも記載されています。

ソフトウェア要件の確認

DeFrame ソフ ト ウェア要件については、 次の節を参照して ください。

! 15 ページの ｢ター ミナルサーバの要件｣

! 16 ページの ｢ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンの要件｣

! 17 ページの ｢ディ レク ト リサービスの要件｣

! 17 ページの ｢ Novell iFolderの要件 (オプシ ョ ン ) ｣

ターミナルサーバの要件

Windows ター ミナルサーバの最低要件は次のとおりです。    

ソフトウェア 最低要件

オペレーティングシステム Service Pack 2が適用された Windows 2000 Server (最新の Service 
Packを推奨 )。

Windowsターミナルサーバ Windows 2000 Serverオペレーティングシステムでサポートされてい
るバージョン。

Novell Client Novell Client 4.83 (またはそれ以降 ) for Windows NT/2000。
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クライアントワークステーションの要件

DeFrame ター ミナルサーバからシンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを実行するワーク
ステーシ ョ ンの最低要件は次のとおりです。    

ZENworks for Desktops 
Management Agent

ZENworks for Desktops 4.0.1。 

すべての Management Agentコンポーネントをインストールできま
す。ただし、DeFrameをサポートするために必要なコンポーネント
は、Application Managementコンポーネントと Workstation 
Managementコンポーネントだけです。Application Managementコン
ポーネントと Workstation Managementコンポーネントをインストー
ルするには、ZfD Management Agentのインストールプログラムを使
用します。ZfD Management Agentのインストールプログラムを実行
すると、DeFrameソフトウェアもインストールされます。

Internet Explorer Service Pack 2が適用された Internet Explorer 5.5 (最新の
Service Packを推奨 )。IE 5.5は、DeFrameでは必要ありませんが、
ZfD Management Agentのインストールプログラムで必要になります。

Citrix MetaFrame (オプショ
ン )

Citrix MetaFrameを使用する場合の最低要件は次のとおりです。   

! Service Pack 3が適用された Citrix MetaFrame 1.8。最新の

Service Packおよびホットフィックスを適用することをお勧めし
ます。最新の Service Packおよびホットフィックスは、Citrix
の Webサイト (http://www.citrix.com)からダウンロードできま
す。

または、

! Citrix MetaFrame XP Feature Release 2 (FR2)。最新の Service 

Packおよびホットフィックスを適用することをお勧めします。
最新の Service Packおよびホットフィックスは、Citrixの Web
サイト (http://www.citrix.com)からダウンロードできます。 

ソフトウェア 最低要件

オペレーティングシステム 最低要件は、ZENworks for Desktops 4.0.1の場合と同様に次のとお
りです。 

! Windows 98 SE

! SP6aが適用された Windows NT 4.0 Workstation

! SP2が適用された Windows 2000 Professional

! Windows XP Professional

Novell Client 最低要件は、ZENworks for Desktops 4.0.1の場合と同様に次のとお
りです。 

! Novell Client for Windows 95/98 (バージョン 3.31以降 )

! Novell Client for Windows NT/2000/XP (バージョン 4.81以降 )

ソフトウェア 最低要件

http://www.citrix.com
http://www.citrix.com
http://www.citrix.com
http://www.citrix.com
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ディレクトリサービスの要件

DeFrameは、 ディ レク ト リサービス と して Novell eDirectory を使用します。 ZENworks 
for Desktops Serverのインス トールプログラムを実行する と、 DeFrame オブジェク ト を
サポートするために eDirectory スキーマが拡張され、 ConsoleOneで使用する DeFrame
スナップインがインス トールされます。

DeFrameは、 Novell Client を経由して eDirectoryにアクセスします。 Novell Clientは、
各ター ミナルサーバにインス トールする必要があ り ます (15 ページの ｢ター ミナルサー
バの要件｣を参照 )。 ター ミナルサーバに eDirectory をインス トールする必要はあ り ま
せん。

Novell iFolderの要件 (オプション )

Novell iFolder を使用する と、 シンク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンからファ イルを 1つ
または複数のネッ ト ワークス ト レージに保存するこ とができます。 DeFrameは、 ユー
ザがアプリ ケーシ ョ ンを起動したと きにネッ ト ワークス ト レージを利用可能な状態に
し、 ユーザがアプリ ケーシ ョ ンを終了したと きにユーザのアクセスを削除します。
ユーザが DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを使用していないと きでもユー
ザがネッ ト ワークス ト レージを利用できるよ うにする場合は、 ユーザのワークステー
シ ョ ンに iFolder ク ラ イアン ト を標準インス トールしてください。

DeFrameは、 iFolder 1.xおよび iFolder 2.x をサポート します。

ZENworks for Desktops 
Management Agent

ZENworks for Desktops 4.0.1。すべての Management Agentコンポー
ネントをインストールできます。ただし、DeFrameをサポートする
ために必要なコンポーネントは、Application Managementコンポー
ネントと Workstation Managementコンポーネントだけです。 

注 : ZENworks OnDemand Servicesポータルからのみ DeFrameシンク
ライアントアプリケーションを起動する場合、Management Agentは
必要ありません。OnDemand Servicesポータルは、ZENworks 6ス
イートに含まれています。OnDemand Servicesポータルが必要にな
るのは、1)Novell Application Launcherから DeFrameシンクライア
ントアプリケーションを起動する場合、または 2)OnDemand 
Servicesポータルから ZfDデスクトップアプリケーションを起動す
る場合のみです。

ソフトウェア 最低要件

eDirectory バージョン 8.5。ZfDの場合と同様に、8.6.2以降を使用することを
お勧めします。

ConsoleOne バージョン 1.3.2。ZfDの場合と同様に、バージョン 1.3.5以降
(ZENworks for Desktops Companion CDまたは ZENworks 6 Companion 
1 CDに含まれています )を使用することをお勧めします。

ソフトウェア 最低要件
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DeFrame Softwareのインストール

次の節では、 DeFrame ソフ ト ウェアのインス トール方法と、 DeFrame サーバおよび
ユーザの設定方法について説明します。

! 18 ページの ｢ DeFrameの有効化｣

! 19 ページの ｢ター ミナルサーバのセッ ト アップ｣

! 25 ページの ｢ダイナミ ッ ク ローカルユーザアカウント と Roamingプロファイルの設定｣

! 32 ページの ｢ DeFrameユーザと してユーザを有効化する｣

! 34 ページの ｢ユーザワークステーシ ョ ンのセッ ト アップ｣

DeFrameの有効化

ZfD Server ソフ ト ウェアをネッ ト ワークサーバにインス トールする と きに ( 『ZENworks 
for Desktops 4 インス トールガイ ド』 の 「ZfD Server ソフ ト ウェアのインス トール」 を参
照 )、 ZfD Serverのインス トールプログラムによって、 DeFrameオブジェク ト をサポー
トするよ うに eDirectory ツ リーのスキーマが拡張され、 ConsoleOne で使用する
DeFrame スナップインがインス トールされます。 ター ミナルサーバに DeFrame ソフ ト
ウェアをインス トールする前に、 ConsoleOne から DeFrame を有効化する必要があ り ま
す。 DeFrame を有効化する と次の処理が行われます。

! 指定した eDirectory コンテキス トに DeFrameServers コンテナおよび
DeFrameApplications コンテナが作成されます。 

各ター ミナルサーバは、 eDirectoryに登録されている必要があ り ます。 ター ミナル
サーバに DeFrame ソフ ト ウェアをインス トールし、 DeFrame ソフ ト ウェアを起動
する と、 ター ミナルサーバを示す DeFrameサーバオブジェク トが DeFrameServers
コンテナに作成されます。

DeFrame には、 DeFrame Published Application Synchronization とい うユーティ リテ ィ
が含まれています。 このユーティ リテ ィ を使用する と、 Citrix Published Application 
Manager ユーティ リ ティのアプリ ケーシ ョ ンを eDirectoryにインポートできます。
DeFrame Published Application Synchronizationユーティ リ テ ィ を使用する と、
DeFrameApplications コンテナにアプリ ケーシ ョ ンオブジェク トが作成されます。
DeFrame Published Application Synchronizationユーティ リ テ ィの詳細については、78 
ページの ｢ DeFrame Published Application Synchronizationユーティ リ ティ を使用して
アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成する｣を参照して ください。

! DeFrameServersコンテナおよびDeFrameApplications コンテナと同じコンテキス トに
DeFrame Administrator オブジェク ト (PASS_ADMIN)が作成されます。 ZENworks 
Thin-Client Application Service (zentcas.exe)は、 各 DeFrame ター ミナルサーバにイ
ンス トールされており、 PASS_ADMINオブジェク ト を使用して eDirectoryに対する
認証を行います。

! eDirectory ツ リーの ROOTに DEFAULT_REG オブジェ ク トが作成されます。
DEFAULT_REG オブジェ ク トは、 DeFrameServers コンテナと PASS_ADMINオブ
ジェク トの場所を指定します。 また、 新し く作成された DeFrame ター ミナルサー
バに適用されるデフォルトの負荷分散に関する設定も行います。

DeFrame を有効化するには、 次の手順に従って ください。

1 Windows ワークステーシ ョ ンで、 ZfD Server から ConsoleOne を起動します。

ローカルのワークステーシ ョ ンに ZfD Serverの ConsoleOneディ レク ト リ をコピー
している場合は、 ローカルのディ レク ト リから ConsoleOne を起動できます。
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2 ConsoleOne で、 ［Tools］ > ［DeFrame Tools］ > ［Activate DeFrame］ の順にク リ ッ ク
して、 ［Activate DeFrame］ ダイアログボッ クスを表示します。

3 ［Specify Context］ フ ィールドで、 ［Browse］ ボタンをク リ ッ ク し、 DeFrameServers
コンテナ、 DeFrameApplications コンテナ、 および PASS_ADMIN オブジェク ト を作
成するコンテナを選択します。

4 ［OK］ ボタンをク リ ッ ク して、 コンテナとオブジェク ト を作成し、 DeFrame を有効
化します。

ターミナルサーバのセットアップ

eDirectoryで DeFrame を有効化した後に、 次の作業を行って、 ター ミナルサーバを
DeFrame ター ミナルサーバと してセッ ト アップするこ とができます。 これらの作業は、
DeFrame と共に使用するすべてのター ミナルサーバで行 う必要があ り ます。

! 19 ページの ｢ DeFrame ソフ ト ウェアのインス トール｣

! 23 ページの ｢ DeFrameサービスの起動｣

! 23 ページの ｢ユーザアカウン トの管理｣

! 24 ページの ｢コンテキス ト レスログインの設定｣

DeFrameソフトウェアのインストール

ZENworks for Desktops Management Agentのインス トールプログラムを実行する と、
DeFrame ソフ ト ウェアがター ミナルサーバにインス トールされます。 ZfD Management 
Agentのインス トールプログラムは、 DeFrame ソフ ト ウェアをインス トールする各ター
ミナルサーバで実行する必要があ り ます。

1 バージ ョ ン 4.83以降の Novell Clientがター ミナルサーバにインス トールされてい
るこ とを確認します。

2 DeFrame を有効化した eDirectory ツ リーにログインし、 そのツ リーがプライマ リ ツ
リーであるこ とを確認します。 

正しいプライマ リ ツ リー接続を設定するには、 タスクバーのステータス領域にある
［N］ アイコンを右ク リ ッ ク し、 ［NetWare Connections］ をク リ ッ ク して、 正しいツ
リーを選択します。 次に、 ［Set Primary］ をク リ ッ ク します。

3 ター ミナルサーバで、ZENworks for Desktops Program CD または ZENworks 6 Desktop 
Management Program CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。 winsetup.exe プログラ
ムが自動的に実行されます。 プログラムが自動的に実行されない場合は、 CDの
ルートから手動で実行します。
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注 : ZfD Management Agentのインストールプログラムは、Microsoft Windows Installerパッケージ

(zfdagent.msi)です。インストールプログラムは、ZfDの winsetup.exeプログラムから起動する以外

に、ZENworks for Desktops Program CDの agentinstall\englishディレクトリ、ZENworks 6 Desktop 
Management Program CDの agentinstall\englishディレクトリ、または ZfD Serverの

public\zenworks\zfdagent\englishディレクトリから直接起動できます。インストールプログラムを

ZfDの winsetup.exeプログラム以外から起動する場合は、ステップ 7に進んでください。

4 ［English］ をク リ ッ ク して ZfD メ インインス トールページを表示します。

5 ［Installation］ をク リ ッ ク して ZfD インス トールオプシ ョ ンページを表示します。
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6 ［Install ZfD Management Agent］ をク リ ッ ク してインス トールプログラム
を起動します。

7 最初のページの内容を読み、 ［Next］ をク リ ッ ク します。

8 使用許諾契約を読みます。 使用許諾契約の内容に同意する場合は、 ［I Accept the 
Terms in the License Agreement］ をク リ ッ ク します。

または、

使用許諾契約の内容に同意しない場合は、［I Do Not Accept the Terms in the License 
Agreement］ をク リ ッ ク します。 この結果、 インス トールプログラムは終了します。

デフォルトでは、 すべての機能が選択およびインス トールされます。 Application 
Management機能と Workstation Managerは必ずインス トールする必要があ り ます。
Workstation Imaging機能はオプシ ョ ンです。 

9 ター ミナルサーバに Workstation Imaging をインス トールしない場合は、 その機能を
示すアイコンをク リ ッ ク し、 ［This Feature Will Not Be Available］ を選択します。
［Next］ をク リ ッ ク して ［General Settings］ ページを表示します。
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このページでは、Management Agentが Novell Clientの代わりに接続する ZfD Middle 
Tier Server を指定します。

ユーザがこのサーバから DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを実行する
場合は、 Middle Tier Server を指定する必要はあ り ません。 すべての eDirectory認証
は、 Novell Client を使用して行われます。

Middle Tier Server を指定した場合は、 ター ミナルサーバで Windows ログオンを行っ
たすべてのユーザが、 Novell Client を使用して eDirectory認証を行わなくても
Novell Application Launcher アプリ ケーシ ョ ンやWorkstation Manager ポ リ シーにア
クセスできます。

10 必要に応じて、 ［General Settings］ ページで、 Management Agentが接続する ZfD 
Middle Tier Serverの DNS名または IP アドレスを入力し、 Management Agent ログオ
ンを リ ッスンするために Apache Web Server (NetWare) または IIS Web Server 
(Windows)が使用する HTTP または HTTPSのポート番号を入力して、 ［Next］ をク
リ ッ ク します。

11 Windows オペレーティングシステムの起動時に Novell Application Launcher を起動す
る場合は、 起動するビュー (Application Explorer、 Application Window、 またはその
両方 ) を選択し、 ［Next］ をク リ ッ ク します。
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ター ミナルサーバから DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動する
ユーザは、 この設定の影響を受けません。 ター ミナルサーバで Windows にログイ
ンするユーザのみが影響を受けます。 

12 ［Ready to Install Program］ ページで、 ［Install］ をク リ ッ ク してインス トールを開始
します。

13 インス トールが完了したら、 ター ミナルサーバを再起動するオプシ ョ ンを選択し、
［Finish］ をク リ ッ ク します。

DeFrameサービスの起動

ZfD Agent Managementのインス トールプログラムを実行する と、 Novell ZENworks Thin-
Client Application Service (zentcas.exe) とい う DeFrameサービスがター ミナルサーバにイ
ンス トールされます。 

デフォルトでは、 サーバの起動時に ZENworks Thin-Client Application Serviceが自動的
に起動するよ うに設定されます。

ZENworks Thin-Client Application Serviceの初回起動時に、 DeFrame PASS_ADMINオブ
ジェク ト を使用して eDirectoryに対して認証が行われ、 ター ミナルサーバを示す
DeFrame サーバオブジェク トが DeFrameServers コンテナに作成されます。
PASS_ADMINオブジェク トおよび DeFrameServers コンテナに関する詳細については、
18 ページの ｢ DeFrame の有効化｣を参照して ください。

サービスを手動で起動するには、 次の手順に従って ください。

1 ［スタート ］ メニュー > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［管理ツール］ > ［サー
ビス］ の順にク リ ッ ク します。        

2 ［Novell ZENworks Thin-Client Application Service］ をダブルク リ ッ ク します。

3 ［開始］ をク リ ッ ク します。

4 ［OK］ をク リ ッ ク します。

ユーザアカウントの管理

DeFrame ター ミナルサーバでシンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを実行するには、
ター ミナルサーバでローカルユーザアカウン トが必要です。 ZfD Workstation Managerお
よびユーザポ リ シーを使用して、 すべてのター ミナルサーバ上のユーザアカウン ト を
動的に管理、 または各ター ミナルサーバ上のユーザアカウン ト を手動で作成するこ と
ができます。 詳細については、 次の節を参照してください。

! 23 ページの ｢ユーザアカウン ト を自動的に作成するよ うに Workstation Manager を
セッ ト アップする｣

! 24 ページの ｢手動によるユーザアカウン トの作成｣

ユーザアカウントを自動的に作成するように Workstation Managerをセットアップする

ZfD には eDirectory ユーザポ リ シーが含まれます。 eDirectoryユーザポ リシーを使用す
る と、 ター ミナルサーバ上のローカルユーザアカウン トやプロファ イルを簡単に管理
できます。 Workstation Managerは、 ター ミナルサーバで実行され、 ユーザがター ミナ
ルサーバにログインしたと きにポ リ シーを適用します。 この節では、 Workstation 
Manager を正し く インス トールおよび設定する方法について説明します。 ユーザポ リ
シーの作成および使用に関する詳細については、 25 ページの ｢ダイナミ ッ ク ローカル
ユーザアカウン ト と Roamingプロファ イルの設定｣を参照して ください。
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Workstation Managerは、 ZfD Management Agentの一部と してインス トールされます。
［サービス］ ウ ィ ンド ウに Workstation Managerサービスが表示されているかど うかを
チェッ クする こ とによって、 Workstation Managerがインス トールされター ミナルサー
バで実行されているこ とを確認できます。

eDirectory ツ リーが複数ある場合は、 ユーザオブジェク トが属する eDirectory ツ リーを
Workstation Managerが参照するよ うに設定します。 このよ うに設定するには、 次の手
順に従って ください。

1 ［スタート ］ メニュー > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［Network Identity］ の
順にク リ ッ ク します。

2 ［Novell Network Identity］ ダイアログボッ クスの ［Settings］ をク リ ッ ク します。 

3 ［Enable Workstation Manager］ チェ ッ クボッ クスがオンに設定され、 ツ リーが正し
く設定されているこ とを確認します。

4 (オプシ ョ ン ) Windowsのレジス ト リで、 HKEY_LOCAL_MACHINE/SOFTWARE/
NOVELL/Workstation Manager/Identification キーにある Tree値を確認します。

手動によるユーザアカウントの作成

ター ミナルサーバ上でユーザアカウン ト を自動的に作成するために Workstation 
Managerおよびユーザポ リ シーを使用しない場合は、 ユーザアカウン ト を手動で作成す
る必要があ り ます。 ユーザアカウン トの作成については、 Windowsのマニュアルを参
照して ください。 ユーザアカウン ト を作成する場合は、 次のこ とに注意してください。

! コンテキス ト レスログインを使用する場合 (24 ページの ｢コンテキス ト レスログイ
ンの設定｣を参照 )は、 ユーザの Windows アカウン トのユーザ名とパスワードが
eDirectory アカウン トのものと同じである必要があ り ます。

! ユーザアカウン トには、 グループメンバーシップまたは個人のユーザアクセス権に
基づいて、 ター ミナルサーバからアプリ ケーシ ョ ンを実行するために必要なファ イ
ルシステムアクセス権が割り当てられている必要があ り ます。 

コンテキストレスログインの設定

シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動するプロセスを簡略化するために、 DeFrame
にはコンテキス ト レスログインが用意されています。 コンテキス ト レスログインを使
用する と、 ユーザはシンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンの起動時にユーザ名とパス
ワードを入力するよ う求められません。 ただし、 ユーザの eDirectory アカウン ト と
Windows ユーザアカウン トのユーザ名およびパスワードが同じである必要があ り ます
(24 ページの ｢手動によるユーザアカウン トの作成｣と 28 ページの ｢ダイナミ ッ ク ローカ
ルユーザアカウン トの設定｣を参照 )。

コンテキス ト レスログインを使用するには、 次の手順に従ってください。    

1 ター ミナルサーバの ［Use Client Provided Logon Information］ 設定をオンにし、
［Always Prompt for Password］ 設定をオフにします。

1a ター ミナルサーバで、 ［スタート ］ メニュー > ［プログラム］ > ［管理ツール］
> ［ター ミナル サービス構成］ の順にク リ ッ ク します。

1b 接続タイプ (デフォルトは RDP-Tcp) を強調表示し、 プロパティ を入力するた
めにダブルク リ ッ ク します。

1c ［ログオン設定］ タブで、 ［ク ラ イアン ト提供のログオン情報を使 う ］ 設定をオ
ンにし、 ［常にパスワードの入力を求める］ 設定をオフにします。

1d 各接続タイプに対して同じ手順を繰り返します。
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2 ター ミナルサーバの Novell Client用のデフォルトプロファ イルを設定します。 

2a ター ミナルサーバで、 タスクバーのステータス領域にある Novell アイコン (
［N］ アイコン ) を右ク リ ッ ク し、 ［Novell Client Properties］ をク リ ッ ク します。

2b ［Location Profiles］ タブをク リ ッ ク します。

2c ［Location Profiles］ リ ス ト で、 ［Default］ を選択し、 ［Properties］ をク リ ッ ク し
て、 ［Location Profiles Properties］ ダイアログボッ クスを表示します。

2d ［Service］ リ ス トから ［Login Service］ を選択し、 ［Service Instance List］ から
［Default］ を選択します。 次に、 ［Properties］ をク リ ッ ク して ［Novell Login］
ダイアログボッ クスを表示します。

2e ［Save Profile After Successful Login］ オプシ ョ ンをオフにします。

2f ［NDS］ タブをク リ ッ ク します。

2g ［Tree］ フ ィールドで、 シンク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンがアプ リ ケーシ ョ
ンオブジェク ト と して設定されている eDirectory ツ リーを選択します。

2h ［Context］ フ ィールドおよび ［Server］ フ ィールドからすべての情報を削除し
ます。

2i 設定内容を保存するには、 ［OK］ をク リ ッ ク してすべてのダイアログボッ クス
を閉じます。

3 ター ミナルサーバが Active Directory ド メ インコン ト ローラ ( メ ンバーサーバまた
はワークグループサーバではなく )である場合は、 ター ミナルサーバの DeFrame
サーバオブジェク トでサーバ名ではなく ド メ イン名を指定します。

コンテキス ト レスログイン時には、 eDirectory と Windows ター ミナルサーバにログ
インするためにこのユーザ名とパスワードが使用されます。 ユーザ名とパスワード
以外に、 Windows ター ミナルサーバログインでは、 ド メ イン名またはサーバ名が必
要です (Windows Workstationのログインダイアログボッ クスの ［From］ フ ィールド
に指定 )。 DeFrameサーバオブジェク トの作成時に、 サーバ名がオブジェ ク トに指
定されます。 ター ミナルサーバがド メ インコン ト ローラである場合は、 ド メ イン名
が必要です。 ド メ イン名を変更するには、 次の手順に従って ください。 

3a ConsoleOne で、 DeFrameサーバオブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ を
ク リ ッ ク して、 DeFrame サーバオブジェク トのプロパティページを表示しま
す。

3b ［DeFrame Server Environment］ タブをク リ ッ ク して ［Environment］ ページを表
示します。

3c ［Domain］ フ ィールドに、 ター ミナルサーバのド メ インを入力します。

3d ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存します。

ダイナミックローカルユーザアカウントと Roamingプロファイルの設定

ZfD Workstation Manager とユーザポ リシーを使用して DeFrame ター ミナルサーバ上の
ユーザアカウン ト またはプロファ イルを管理する場合は、 次の節に示されている作業
を行 う必要があ り ます。 

! 26 ページの ｢ユーザポ リ シーパッケージの作成｣

! 28 ページの ｢ダイナミ ッ ク ローカルユーザアカウン トの設定｣

! 29 ページの ｢ Roamingユーザプロファ イルの設定｣

! 31 ページの ｢ユーザパッケージとユーザの関連付け｣
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ユーザポリシーパッケージの作成

ダイナミ ッ ク ローカルユーザアカウン ト と Roaming ユーザプロファ イルを管理するに
は、 ユーザポ リ シーパッケージに含まれる Windows 2000 ター ミナルサーバポ リ シーを
使用します。 既存のユーザポ リ シーパッケージを使用するか、 または Windows 2000
ター ミナルサーバポ リ シー用の新しいユーザポ リ シーパッケージを作成するこ とがで
きます。 使用するユーザポ リ シーパッケージがすでにある場合は、 28 ページの ｢ダイ
ナミ ッ ク ローカルユーザアカウン トの設定｣に進んでください。 それ以外の場合は、 次
の手順に従ってユーザポ リ シーパッケージを作成します。

1 ConsoleOne で、 ユーザポ リ シーパッケージオブジェク ト を作成するコンテナを右
ク リ ッ ク し、 ［Policy Package］ をク リ ッ ク して、 ［Policy Package Wizard］ を表示し
ます。

2 ［Policy Packages］ リ ス トから ［User Package］を選択し、［Next］をク リ ッ ク します。     
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パッケージオブジェク トの名前は、 パッケージオブジェク ト を作成するコンテナ内
で一意である必要があ り ます。 複数のユーザポ リシーパッケージを作成する場合
は、 「Win2000 TS User Package」 などのよ うな内容がわかる名前を付けるこ とがで
きます。 または、 ポ リシーのユーザが属するコンテナと同じコンテナにポ リ シーを
作成するこ とができます。

3 必要に応じて、 パッケージのオブジェク ト名と、 パッケージを作成するコンテナを
変更し、 ［Next］ をク リ ッ ク します。 

4 ［Summary］ ページで ［Define Additional Properties］ を選択し、 ［Finish］ をク リ ッ ク
します。 ユーザパッケージオブジェク トが作成され、 オブジェク トのプロパティ
ページが表示されます。
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5 ［Policies］ タブ、 次に ［Win2000 Terminal Server］ をク リ ッ ク して、 ［Win2000 
Terminal Server Policies］ ページを表示します。

6 次の 「ダイナミ ッ ク ローカルユーザアカウン トの設定」 に進みます。

ダイナミックローカルユーザアカウントの設定

Workstation Managerによってター ミナルサーバでユーザアカウン ト を作成する方法を
設定するには、 DLU( ダイナミ ッ クローカルユーザ ) ポ リシーを使用します。

1 ［Windows 2000 Terminal Server Policies］ ページで、 ［Dynamic Local User Policy］ の左
側にあるチェ ッ クボッ クスをオンにしてポ リシーを有効にします。 次に、
［ Properties］をク リ ッ ク して［ Dynamic Local Users］プロパティ ページを表示します。    
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2 次のフ ィールドを設定します。 

［Enable Dynamic Local User］ : このオプシ ョ ンを選択する と、 Workstation Manager
を使用して動的にユーザアカウン ト を作成するこ とができます。

［Manage Existing User Account (if any)］ : Workstation Manager で DLU ポ リシーを既
存のユーザアカウン トに適用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。 このオプ
シ ョ ンを選択しないと、 新しいユーザアカウン トのみに DLU ポ リ シーが適用され
ます。

［Use eDirectory Credentials］ : このオプシ ョ ンを選択する と、 ユーザアカウン トの
作成時に eDirectoryのユーザ名とパスワードを使用できます。 ユーザの eDirectory
と Windowsのアカウン ト情報が同期化され、 コンテキス ト レスログインが設定さ
れるため (24 ページの ｢コンテキス ト レスログインの設定｣を参照 )、 ター ミナル
サーバから DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動する と きにユーザ
はアカウン ト情報の入力を求められません。 

［Volatile User (Remove User after Logout)］ : このオプシ ョ ンは、ユーザがシンク ライ
アン ト アプ リ ケーシ ョ ンを終了し、 セッシ ョ ンが終了された後でユーザのアカウン
ト を削除する場合に選択します。 すべてのユーザアカウン ト情報が削除されます。
ユーザプロファ イルを保持する場合は、 Roamingプロファ イルを設定できます。 設
定方法については、 次の「 Roamingユーザプロファイルの設定」 を参照してく ださい。

［Member Of/Not Member Of］ : ［Not Member Of］ リ ス トで、 ユーザが所属する 1つ
または複数のグループを選択し、 ［Add］ をク リ ッ ク します。 グループメンバー
シップに基づいて、 ター ミナルサーバ上のユーザのアクセス権が設定されます。
ユーザアカウン トに割り当てるファ イルシステムアクセス権が、 リ ス トに表示され
たグループによって提供されていない場合は、 ［File Rights］ ページ ( ［Dynamic 
Local User］ > ［File Rights］ ページの順に選択 ) を使用できます。

3 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存し、 ［Dynamic Local Users］ プロパティページ
を閉じます。 

4 次の 「Roaming ユーザプロファ イルの設定」 に進みます。

Roamingユーザプロファイルの設定

Roaming ユーザプロファ イルを設定するために使用できるポ リ シーには次の 2つがあ り
ます。

! Windows ター ミナルサーバポ リシー : Windows ター ミナルサーバポ リシーを使用す
る と、 Roaming ユーザプロファ イルを保存するためのネッ ト ワークス ト レージの場
所を指定できます。 このポ リ シーを使用する利点には、 1) リモートセッシ ョ ンま
たはローカルセッシ ョ ンでユーザがター ミナルサーバにログインする場合のみ適用
される、 2) ク ラ イアン ト セッシ ョ ンを制御するために使用できる他の設定が含ま
れる、 などがあ り ます。

ユーザプロファ イルにこのポ リシーを使用するこ とは、 Windows ター ミナルサーバ
上のユーザアカウン トに関する ［Terminal Services Profile］ プロパティページを設
定するこ と と同じです。

! Windowsデスク ト ップ初期設定ポ リシー : Windowsデスク ト ップ初期設定ポ リシー
を使用する と、 Roaming ユーザプロファ イルを保存するためのネッ ト ワークス ト
レージの場所を指定できます。 Windowsデスク ト ップ初期設定ポ リシーは、 ユーザ
がワークステーシ ョ ンまたはター ミナルサーバにログインする と きに必ず適用され
ます。 したがって、 ワークステーシ ョ ンおよびター ミナルサーバで同じユーザプロ
ファ イルを使用する場合のみ使用して ください。   
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一般的に、 Roamingプロファ イルを設定するためには Windows ター ミナルサーバポ リ
シーを使用するこ とをお勧めします。 両方のポ リ シーを使用して Roamingプロファ イ
ルを設定する と、 Windowsデスク ト ップ初期設定ポ リシーで ［Override Terminal Server 
Profile］ 設定を選択しない限り、 Windows ター ミナルサーバポ リ シーの設定が使用され
ます。

Windows ター ミナルサーバポ リシーを設定する手順を次に示します。 Windowsデスク
ト ップ初期設定ポ リシーを使用する場合は、 『ZENworks for Desktops 4管理ガイ ド』 
(http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr)の 「Workstation Management」 の
「ポ リ シーパッケージの作成とポ リシーのセッ ト アップ」 の 「ユーザパッケージのポ リ
シーのセッ ト アップ」 を参照して ください。

Windows ター ミナルサーバポ リシーを作成するには、 次の手順に従って ください。

1 ［Windows 2000 Terminal Server Policies］ ページで、 ［Windows Terminal Server Policy］
の左側にあるチェ ッ クボッ クスをオンにしてポ リシーを有効にします。 次に、
［Properties］ をク リ ッ ク してポ リ シーのプロパティページを表示します。    

2 ［Terminal Configuration］ タブをク リ ッ ク し、 ［Login］ をク リ ッ ク して ［Login］ ペー
ジを表示します。

3 ［Inherit Client Configuration］ オプシ ョ ンをオンにします。

重要 : このオプションを有効にしない場合は、ユーザによる DeFrameシンクライアントアプリケー

ションの起動時に、起動されたアプリケーションではなくターミナルサーバのデスクトップに対して

セッションが開始されます。

4 ［Terminal Server Profile Path］ フ ィールドに、 プロファ イルを設定するネッ ト ワーク
上の場所を示すパスを入力します。 次のこ とに注意して ください。

! %username%変数を使用して、 各ユーザのプロファ イルがそれぞれ別のディ レク
ト リに保存されるよ うにします。 たとえば、 次のよ うに指定します。

\\server\vol1\profiles\%username%

http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr
http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr
http://www.novell.com/documentation/japanese/zdpr
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このパスを使用すると 、 ユーザ jsmithのプロファイルは次の場所に保存されます。

\\server\vol1\profiles\jsmith

! ユーザのディ レク ト リがすでに存在しているこ とを確認します。 この例では、
jsmithのプロファ イルが保存される \\server\vol1\profiles\jsmithがすでに存在
している必要があ り ます。

! ユーザがユーザ自身のプロファ イルディ レク ト リへのアクセス権を持っている
こ とを確認します。 プロファ イルディ レ ク ト リが NetWareサーバ上にある場合
は、 eDirectory を使用してアクセス権を割 り当てるこ とができます。 プロファ
イルディ レク ト リが Windowsサーバ上にある場合は、 ユーザの Windows アカ
ウン ト を使用してアクセス権を割り当てる必要があ り ます。

5 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存し、 ［Windows Terminal Server］ プロパティ
ページを閉じます。

6 次の 「ユーザパッケージとユーザの関連付け」 に進みます。

ユーザパッケージとユーザの関連付け

ユーザポ リ シーパッケージは、 有効にする前にユーザと関連付ける必要があ り ます。 

1 ユーザパッケージオブジェク トのプロパティページが表示されていない場合は、
［User Package］ を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ をク リ ッ ク します。

2 ［Associations］ タブをク リ ッ ク して ［Associations］ ページを表示します。 

3 ［Add］ をク リ ッ ク し、 ポ リ シーパッケージを適用するユーザを参照して選択しま
す。 ユーザ、 ユーザグループ、 またはコンテナを追加できます。 

4 ユーザを追加したら、 ［OK］ をク リ ッ ク して情報を保存します。
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DeFrameユーザとしてユーザを有効化する

ユーザは、 DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動する前に、 DeFrame
ユーザと して有効化されている必要があ り ます。 DeFrame ユーザと して有効化するに
は、 次の 3つの方法があ り ます。

! ConsoleOne を使用してユーザを手動で有効化します。 各ユーザは、 別々に設定す
る必要があ り ます。 次の 「ConsoleOne を使用してユーザを有効化する」 を参照し
て ください。

! DeFrame\OnDemand User Configurationユーティ リテ ィ を使用して、複数のユーザを
同時に有効化します。33 ページの ｢ DeFrame\OnDemand User Configuration ユーティ
リ テ ィ を使用してユーザを有効化する｣を参照して ください。

! ZENworks OnDemand Services (ZENworks 6 スイートの Web Self-Serviceに含まれてい
ます ) を使用している場合は、 ユーザが OnDemand Services Launch Item ガジェ ッ ト
から初めてアプリ ケーシ ョ ンを起動する と きに、 このガジェッ トによって自動的に
DeFrame ユーザと して有効化されます。 ユーザは、 Launch Item ガジェ ッ トからア
プ リ ケーシ ョ ンを起動する と、 Novell Application Launcherからシンク ライアン ト ア
プ リ ケーシ ョ ンを起動できます。

ConsoleOneを使用してユーザを有効化する

1 ConsoleOne で、 ユーザオブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ をク リ ッ ク し
てユーザオブジェク トのプロパティページを表示します。 

2 ［DeFrame］ タブをク リ ッ ク し、［iFolder Servers］ ページを表示します。                    

3 ［DeFrame User］ ボッ クスをク リ ッ ク してユーザを有効化します。

4 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存します。
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DeFrame\OnDemand User Configurationユーティリティを使用してユーザを有効化する

DeFrame\OnDemand User Configurationユーティ リ テ ィ を使用する と、 次の作業を行 う
こ とができます。

! ユーザオブジェク トに適切な補助ク ラスを追加し、 ユーザオブジェク トの
［DeFrame］ ページの ［DeFrame User］ 設定をオンにするこ とによって、 ユーザを
DeFrameユーザと して有効化します。

! ZENworks OnDemand Services ApprovalFlowで必要なコス ト センターおよびアカウン
ト ID を設定します。 ZENworks OnDemand Servicesは、 ZENworks 6 スイートの一部
と して ZENworks for Desktops を取得した場合のみ利用できます。 OnDemand 
Servicesは、 ZENworks 6 Web Self-Serviceのコンポーネン トです。

この Javaベースのユーティ リテ ィは、 ZENworks for Desktops 4.0.1 Companion CDおよ
び ZENworks 6 Companion 1 CDに含まれています。 このユーティ リ テ ィ を使用するに
は、 サーバまたはワークステーシ ョ ンにユーティ リ ティ をインス トールする必要があ
り ます。 また、 このユーティ リ テ ィは、 Java Runtime Engine (JRE)がインス トールされ
ている Windows ワークステーシ ョ ン /サーバから実行する必要があ り ます。

1 ZENworks for Desktops 4.0.1 Companion CDの odusrcfgディ レ ク ト リ ( または、
ZENworks 6 Companion 1 CDの zenworksfordesktops\odusrcfgディ レク ト リ )のファ
イルをサーバまたはワークステーシ ョ ンのディ レク ト リにコピーします。

これらのファ イルは、 サーバまたはワークステーシ ョ ンの任意のディ レク ト リにコ
ピーできます。 たとえば、 ConsoleOneディ レク ト リにコピーします。 

2 JREがインス トールされている Windows ワークステーシ ョ ン /サーバから、 該当す
るディ レク ト リの odusrcfg.bat を実行して ［OnDemand User Configuration Utility 
Introduction］ ページを表示します。

3 ［Next］ をク リ ッ ク して ［Novell eDirectory Authentication］ ページを表示します。

4 次のフ ィールドに情報を入力します。

［LDAP Server Hostname or IP Address］ : eDirectoryへのアクセスを提供する LDAP
サーバのホス ト名または IP アドレスを入力します。 LDAPサーバのポート番号が
389でない場合は、 389 を指定します。

［Admin Name］ : LDAP の構文を使用して、 eDirectoryに対して管理者と同等の権利
を持つユーザのコンテキス ト を指定します。

［Password］ : ユーザのパスワードを指定します。

5 ［Next］ をク リ ッ ク して eDirectoryに対する認証を行い、 ［User Selection］ ページを
表示します。

6 DeFrameユーザと して有効化するユーザを選択します。

ユーザ個人を選択するか、 コンテナを選択してコンテナ内のすべてのユーザを有効
化するこ とができます。

7 ZENworks 6 Web Self-Service を使用していて、 選択したユーザに対する OnDemand 
Services ApprovalFlowの設定を行 う場合は、 ［Enable ApprovalFlow］ オプシ ョ ンをオ
ンにし、 ［Next］ をク リ ッ ク して、 次のステップ 7aおよびステップ 7bに進んでく
ださい。

または、

OnDemand Services ApprovalFlow を設定しない場合は、 ［Next］ をク リ ッ ク し、 次の
ステップ 8に進んでください。
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7a ［ApprovalFlow Settings］ ページで、 次のフ ィールドに情報を入力します。

［Account ID］ : ユーザを識別するアカウン ト ID を入力します。 このユーザのア
カウン ト IDは、 ユーザが生成した各 Purchaseおよび Usage オブジェ ク トに記
録されます。 サードパーティの請求システムまたは報告システムを使用してい
る場合は、 それらのシステムでこのアカウン ト ID を使用するこ とができます。

［Cost Center］ : ユーザを割り当てるコス ト センターを参照し選択します。 コス
ト センターは、 職種オブジェク トによって表されます。

［Enable User to Receive E-Mail Notifications］ : このオプシ ョ ンを選択する と、
ユーザは購入が承認または拒否されたこ とを通知する電子メールメ ッセージを
受け取り ます。

［Enable User to Cancel Package Subscriptions］ : ユーザがユーザ自身のアプリ
ケーシ ョ ンパッケージの購入をキャンセルできるよ うにする場合は、 このオプ
シ ョ ンを選択します。 このオプシ ョ ンを選択する と、 ユーザは Workflow 
Tracking ガジェ ッ ト を使用して、 購入が承認されたアプ リ ケーシ ョ ンを参照
し、 購入をキャンセルできます。

［Overwrite Existing ApprovalFlow Settings］ : このオプシ ョ ンを選択する と、選択
されたユーザに現在割り当てられている ApprovalFlowの設定が上書きされます。

7b ［Finish］ をク リ ッ ク します。

8 ［Yes］ をク リ ッ ク して、 選択されたユーザを有効化するこ とを確認します。

9 ユーザの設定が完了したら 、［ Finish］ をク リ ッ ク してユーティ リ ティ を終了します。

ユーザワークステーションのセットアップ

Novellは、 次の 2つのワークステーシ ョ ンコンポーネン ト を用意しています。 これらの
コンポーネン ト を使用する と、 ユーザは DeFrame ター ミナルサーバからシンク ライア
ン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動できます。

! OnDemand Services Launch Item ガジェ ッ ト 。ZENworks 6 スイートの Web Self-Service
コンポーネン トに含まれています。 詳細については、 ZENworks 6 Documentation 
Webサイ ト  (http://www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6)にある 『Web 
Self-Service』 ガイ ドを参照してください。

! Novell Application Launcher。 ZENworks for Desktopsに含まれています。

これらのワークステーシ ョ ンコンポーネン ト を使用してユーザが DeFrame シンク ライ
アン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動する前に、 DeFrame ワークステーシ ョ ンソフ ト ウェア
(DeFrame ク ラ イアン ト、 ICA ク ラ イアン ト、 および RDP ク ラ イアン ト ) をユーザの
ワークステーシ ョ ンにインス トールする必要があ り ます。 使用するワークステーシ ョ
ンコンポーネン ト (Launch Item ガジェ ッ ト、 Novell Application Launcher、 またはその両
方 )に応じて、 次のよ うに、 ワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアのインス トール方法が異
な り ます。

! Launch Item ガジェ ッ トのみ : ユーザが OnDemand Services Launch Itemガジェ ッ トか
ら DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを初めて起動する と きに、 このガ
ジェ ッ トによって DeFrame ワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアがユーザのワークス
テーシ ョ ンに自動的にインス トールされます。 Launch Item ガジェッ トのみを使用
して DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動するユーザに対しては何
も操作を行 う必要があ り ません。

http://www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6
http://www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6
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! Novell Application Launcherのみ: DeFrameワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアを手動で
インス トールするか、 Novell Application Launcher を使用してインス トールする必要
があ り ます。 詳細については、 次の 「DeFrame ワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアの
手動インス トール」 および 「Novell Application Launcher を使用して DeFrame ワー
クステーシ ョ ンソフ ト ウェアをインス トールする」 を参照して ください。 

! Launch Itemガジェ ッ トおよびNovell Application Launcher: Novell Application Launcher
からシンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動する前に、 1)ユーザは Launch Item
ガジェッ トからシンク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動して、 DeFrame ワークス
テーシ ョ ンソフ ト ウェアがユーザのワークステーシ ョ ンに自動的にインス トールさ
れるよ うにする必要があ り ます。 または、 2) DeFrame ワークステーシ ョ ンソフ ト
ウェアを、 ユーザのワークステーシ ョ ンに手動でインス トールするか、 Novell 
Application Launcher を使用してインス トールする必要があ り ます。 詳細について
は、 次の 「DeFrame ワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアの手動インス トール」 および
「Novell Application Launcher を使用して DeFrame ワークステーシ ョ ンソフ ト ウェア
をインス トールする」 を参照して ください。

DeFrameワークステーションソフトウェアの手動インストール

1 ユーザが、 ユーザ自身のワークステーシ ョ ンにソフ ト ウェアをインス トールするの
に必要な権利を持っているこ とを確認します。 Windows 2000/XP ワークステーシ ョ
ンの場合、 ユーザは Administrator グループに属している必要があ り ます。

2 setup.exe プログラムを実行します。 このプログラムは、 ZfD Serverの
\public\zenworks\thinclnt\setupディ レク ト リに格納されています。

Novell Application Launcherを使用して DeFrameワークステーションソフトウェアをインストールする

ネッ ト ワークサーバへの ZENworks for Desktops Server ソフ ト ウェアのインス トール時
に、 ZfD Server インス トールプログラムによって、 OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ン
オブジェク トが ZfD Serverオブジェク ト と同じ eDirectory コンテナに作成されます。
OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トは、 DeFrame ソフ ト ウェア (DeFrame
ク ラ イアン ト 、 ICA ク ラ イアン ト 、 および RDP ク ラ イアン ト ) をインス トールする
セッ ト アッププログラムを起動します。

このアプリ ケーシ ョ ンは、 セッ ト アッププログラムを 1回だけ実行するよ うに設定さ
れます。 このセッ ト アッププログラムでは、 ユーザはさまざまなク ラ イアン トのイン
ス トールを確認する必要があ り ます。 ユーザは、 インス トールパスなどの設定情報を
指定する必要はあ り ません。 セッ ト アッププログラムを 1回だけ手動で実行して、
ユーザが行 う操作を確認するこ とができます。 この場合は、 前の 「DeFrame ワークス
テーシ ョ ンソフ ト ウェアの手動インス トール」 を参照してください。

OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トの使用例は次のとおりです。

! OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト をユーザに直接関連付けるこ とが
できます。 この場合、 ユーザは OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を
起動してセッ ト アッププログラムを実行する必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンオ
ブジェク ト をユーザに関連付ける詳細については、 『ZENworks for Desktops 4管理
ガイ ド』 ガイ ドの 「Application Management」 の 「ユーザまたはワークステーシ ョ
ンへのアプリ ケーシ ョ ンの配布」 を参照して ください。
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! OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を DeFrame シンク ライアン ト アプ
リ ケーシ ョ ンオブジェク トのアプ リ ケーシ ョ ン依存関係と して割り当てるこ とがで
きます。 OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト をシンク ラ イアン ト アプ
リ ケーシ ョ ンの依存関係にする と、 ユーザがいずれかのシンク ライアン ト アプ リ
ケーシ ョ ンを初めて起動したと きにセッ ト アッププログラムが実行されます。 アプ
リ ケーシ ョ ン依存関係の設定に関する詳細については、 『ZENworks for Desktops 4
管理ガイ ド』 ガイ ドの 「Application Management」 の 「アプリ ケーシ ョ ンの依存関
係とチェーンの設定」 を参照して ください。

これ以降の作業

DeFrame をインス トールおよび設定する と、 次の作業を行 う こ とができます。

! ユーザにシンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを配布します。 DeFrame ター ミナル
サーバ上のアプリ ケーシ ョ ンは、 eDirectory でアプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト と し
て設定され、 ユーザに関連付けられるまで Novell Application Launcher ( または
OnDemand Services Launch Item ガジェ ッ ト )には表示されません。 詳細について
は、 77 ページの第 7 章 ｢シンク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンの配布｣を参照してく
ださい。

! 負荷分散を設定します。アプ リ ケーシ ョ ンが複数の DeFrame ター ミナルサーバでホ
ス ト される場合は、 負荷分散によって、 アプ リ ケーシ ョ ンの起動時に負荷が最も小
さいサーバが使用されます。 詳細については 85 ページの第 8 章 ｢負荷分散の設定｣
を参照して ください。

! 切断されたセッシ ョ ンの管理方法を設定します。 詳細については 91 ページの第 9 
章 ｢切断されたセッシ ョ ンの管理｣を参照して ください。

! ユーザがファ イアウォールを経由してDeFrameシンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ン
にアクセスできるよ うにします。 詳細については 103 ページの第 13 章 ｢ファイア
ウォールを経由するアプリケーショ ンアクセスのセッ トアップ｣を参照してください。

! Novell iFolder を設定して、 ユーザがファ イルを DeFrame シンク ライアン ト アプ リ
ケーシ ョ ンから iFolderサーバに保存できるよ うにします。 95 ページの第 11 章 
｢ Novell iFolderによるファ イル保存のセッ ト アップ｣ .

その他の管理作業については、 63 ページの ｢管理｣を参照してください。
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III アップグレード

39 ページの第 3 章 ｢ ZfD DeFrameの新機能｣

41 ページの第 4 章 ｢ DeFrame 2.01から ZfD 4.01 DeFrameへのアップグレード｣
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3 ZfD DeFrameの新機能

この リ リースの DeFrameでは、 次の変更が行われました。 

! ローカルユーザアカウン トおよび Roaming プロファ イルを作成および管理する
DeFrame ダイナミ ッ クユーザ (DDU)機能が含まれな くな り ました。 DDU を使用し
ている場合は、 ZfD Workstation Managerおよび DLU( ダイナミ ッ ク ローカルユーザ
) ポ リ シーを使用する必要があ り ます。

! DeFrame 2.01サービス (DeFrame Access Control Service、DeFrame Watchdog Service、
および DeFrame Disconnected Session Tracking Service)が、 Novell ZENworks Thin-
Client Application Service (zentcas.exe) とい う 1つのサービスに統合されました。

! DeFrame User Configuration ユーティ リテ ィ (glbalias.exe)が、 DeFrame\OnDemand 
User Configurationユーティ リ テ ィ とい う新しいユーティ リ ティに変更されました。
この新しいユーティ リテ ィ を使用する と、 複数のユーザを同時に DeFrame ユーザ
と して有効化できます。 ZENworks 6 Web Self-Service (旧 ZENworks OnDemand 
Services) を使用している場合は、 このユーティ リ テ ィ を使用して OnDemand ユー
ザ設定を行 う こ と もできます。

! Citrix Secure Gateway ( リ レーモードのみ )のサポートが追加されました。
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4 DeFrame 2.01から ZfD 4.01 DeFrameへのアップグ
レード

この章では、 Novell DeFrame 2.01がすでにインス トールされ、 稼動しているネッ ト
ワーク環境に、 Novell® ZENworks® for Desktops (ZfD) 4.0.1 DeFrameTM を展開する方法に
ついて説明します。 DeFrame 2.01は、 Novell ZENworks OnDemand ServicesTM 2に含まれ
るバージ ョ ンです。

アップグレード情報およびアップグレード 手順については、 次の節を参照してく ださい。

! 41 ページの ｢アップグレードの順序｣

! 42 ページの ｢ソフ ト ウェア要件｣

! 45 ページの ｢ワークステーシ ョ ンのアップグレード｣

! 47 ページの ｢ター ミナルサーバのアップグレード｣

この DeFrameバージ ョ ンで変更された内容については、 39 ページの第 3 章 ｢ ZfD 
DeFrame の新機能｣を参照して ください。

注 : このアップグレード情報は、『ZENworks for Desktops 4 Upgrade Guide』にも記載されています。

アップグレードの順序

必要なアップグレードの順序を次に示します。 場合によっては、 必要に応じて順序を
変更するこ とができます。 これらの順序は、 「別の順序」 とい う記述の後に示されてい
ます。 

1. ZfD Server、 Middle-Tier Server、 およびユーザワークステーシ ョ ン : ZfD 3.2 ソフ ト
ウェアを ZfD 4.0.1にアップグレード します。 ZfD Server をアップグレードする と、
ConsoleOne で使用する DeFrame スナップインも更新されます。 したがって、 ZfD 
Server を更新してから DeFrame を更新するまでの間 DeFrame 2.01 を継続して管理
できるよ うに、 DeFrame 2.01 スナップインが格納されている ConsoleOneディ レ ク
ト リ をバッ クアップするこ とをお勧めします。

ZfD 3.2から ZfD 4.0.1にアップグレードする手順については、 『ZENworks for 
Desktops 4 Upgrade Guide』 の「 Upgrading from ZfD 3.x to ZfD 4.x」 を参照してく ださい。

2. DeFrame ユーザワークステーシ ョ ン DeFrame ワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアに
は、 DeFrame ク ラ イアン ト 、 ICA Web ク ラ イアン ト 、 RDP Web ク ラ イアン ト 、
DeFrame Webブラウザプラグインが含まれます。 ZfD 4.0.1 DeFrame ワークステー
シ ョ ンソフ ト ウェアは DeFrame 2.01 ター ミナルサーバと互換性があるため、 ユー
ザはワークステーシ ョ ンをアップグレード してからター ミナルサーバをアップグ
レードするまでの間、 DeFrame アプリ ケーシ ョ ンに継続してアクセスできます。
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別の順序 :DeFrame ワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアは、 ZfD ソフ ト ウェアをアッ
プグレードする (手順 1)前にアップグレードできます。 ただし、 ZfD ソフ ト ウェア
を最初にアップグレードする と、 Novell Application Launcher と定義済みの
OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を使用してワークステーシ ョ ンソ
フ ト ウェアを配布できます。 また、 ZfD 3.2 Novell Application Launcher を使用する
こ とによってもワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアを配布できますが、 この場合はア
プリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成する必要があ り ます。

別の順序 :DeFrame ワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアを、 DeFrame ター ミナルサー
バのアップグレード (手順 3) と同時にアップグレードできます。 このアップグ
レード順序は、 ZENworks OnDemand Services 2 を使用している場合に可能です。
OnDemand Services 2は、 DeFrame ター ミナルサーバのアップグレード と同時に
アップグレードする必要があ り ます。 したがって、 OnDemand Services をアップグ
レード してからワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアをアップグレードするこ とによっ
て、 新しい OnDemand Services ポータルを使用して、 ワークステーシ ョ ンソフ ト
ウェアを自動的に配布できます。 

ワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアのアップグレード手順については、 45 ページの ｢
ワークステーシ ョ ンのアップグレード｣を参照して ください。

3. DeFrame ター ミナルサーバ : DeFrame ター ミナルサーバをアップグレードするに
は、 1) ター ミナルサーバユーザアカウン ト管理に必要な ZfD DLU( ダイナミ ッ ク
ローカルユーザ ) ポ リシーを確立し、 2)DeFrame eDirectory スキーマおよびオブ
ジェク ト をアップグレード して、 3) 新しい DeFrame ター ミナルサーバソフ ト ウェ
アをインス トールする必要があ り ます。 詳細については、 47 ページの ｢ター ミナル
サーバのアップグレード｣を参照して ください。 

アプリ ケーシ ョ ンを配布するために ZENworks OnDemand Services 2 を使用している
場合は、 DeFrame ター ミナルサーバのアップグレード と同時に、 OnDemand 
Services 2 ポータルを ZENworks 6 Web Self-Serviceにアップグレードする必要があ
り ます。 アップグレード しないと、 負荷分散機能が動作しな くな り ます。

アップグレード中に現在のポータルを維持できるため、 新しいポータルを準備して
いる間でもユーザは継続してアプリ ケーシ ョ ンにアクセスできます。 新しいポータ
ルの準備が完了する と、 DeFrame ター ミナルサーバをアップグレード して、 新しい
ポータルに切り替えるこ とができます。 OnDemand Services ポータルソフ ト ウェア
のアップグレード手順については、 ZENworks 6 Documentation Webサイ ト  (http://
www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6)にある
『Web Self-Service』 アップグレードマニュアルを参照して ください。 

ソフトウェア要件

DeFrame が ZfD 4.0.1のコンポーネン トになったため、 一部のソフ ト ウェア要件が少し
変更されました。 次の節を参照して、 使用している環境が要件を満たしているこ とを
確認してください。

! 43 ページの ｢ター ミナルサーバの要件｣

! 43 ページの ｢ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ンの要件｣

! 44 ページの ｢ディ レク ト リサービスの要件｣

! 44 ページの ｢ Novell iFolderの要件 (オプシ ョ ン ) ｣

http://www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6
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ターミナルサーバの要件

Windows ター ミナルサーバの最低要件は次のとおりです。    

クライアントワークステーションの要件

DeFrame ター ミナルサーバからシンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを実行するワーク
ステーシ ョ ンの最低要件は次のとおりです。    

ソフトウェア 最低要件

オペレーティングシステム Service Pack 2が適用された Windows 2000 Server (最新の Service 
Packを推奨 )。

Windowsターミナルサーバ Windows 2000 Serverオペレーティングシステムでサポートされてい
るバージョン。

Novell Client Novell Client 4.83 (またはそれ以降 ) for Windows NT/2000。

ZENworks for Desktops 
Management Agent

ZENworks for Desktops 4.0.1。 

すべての Management Agentコンポーネントをインストールできま
す。ただし、DeFrameサポートするために必要なコンポーネントは、
Application Managementコンポーネントと Workstation Management
コンポーネントだけです。Application Managementコンポーネント
と Workstation Managementコンポーネントをインストールするに
は、ZfD Management Agentのインストールプログラムを使用します。
ZfD Management Agentのインストールプログラムを実行すると、
DeFrameソフトウェアもインストールされます。

Internet Explorer Service Pack 2が適用された Internet Explorer 5.5 (最新の
Service Packを推奨 )。IE 5.5は、DeFrameでは必要ありませんが、
ZfD Management Agentのインストールプログラムで必要になります。

Citrix MetaFrame (オプショ
ン )

Citrix MetaFrameを使用する場合の最低要件は次のとおりです。   

! Service Pack 3が適用された Citrix MetaFrame 1.8。最新の

Service Packおよびホットフィックスを適用することをお勧めし
ます。最新の Service Packおよびホットフィックスは、Citrix
の Webサイト (http://www.citrix.com)からダウンロードできま
す。

または、

! Citrix MetaFrame XP Feature Release 2 (FR2)。最新の Service 

Packおよびホットフィックスを適用することをお勧めします。
最新の Service Packおよびホットフィックスは、Citrixの Web
サイト (http://www.citrix.com)からダウンロードできます。 

ソフトウェア 最低要件

オペレーティングシステム 最低要件は、ZENworks for Desktops 4.0.1の場合と同様に次のとお
りです。 

! Windows 98 SE

! SP6aが適用された Windows NT 4.0 Workstation

! SP2が適用された Windows 2000 Professional

! Windows XP Professional

http://www.citrix.com
http://www.citrix.com
http://www.citrix.com
http://www.citrix.com
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ディレクトリサービスの要件

DeFrameは、 ディ レク ト リサービス と して Novell eDirectory を使用します。 ZfD Server
のインス トールプログラムを実行する と、 DeFrame オブジェク ト をサポートするため
に eDirectory スキーマが拡張され、 ConsoleOneで使用する DeFrame スナップインがイ
ンス トールされます。

DeFrameは、 Novell Client を経由して eDirectoryにアクセスします。 Novell Clientは、
各ター ミナルサーバにインス トールする必要があ り ます (43 ページの ｢ター ミナルサー
バの要件｣を参照 )。 ター ミナルサーバに eDirectory をインス トールする必要はあ り ま
せん。

Novell iFolderの要件 (オプション )

Novell iFolder を使用する と、 シンク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンからファ イルを 1つ
または複数のネッ ト ワークス ト レージに保存するこ とができます。 DeFrameは、 ユー
ザがアプリ ケーシ ョ ンを起動したと きにネッ ト ワークス ト レージを利用可能な状態に
し、 ユーザがアプリ ケーシ ョ ンを終了したと きにユーザのアクセスを削除します。
ユーザが DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを使用していないと きでもユー
ザがネッ ト ワークス ト レージを利用できるよ うにする場合は、 ユーザのワークステー
シ ョ ンに iFolder ク ラ イアン ト を標準インス トールしてください。

DeFrameは、 iFolder 1.xおよび iFolder 2.x をサポート します。

Novell Client 最低要件は、ZENworks for Desktops 4.0.1の場合と同様に次のとお
りです。 

! Novell Client for Windows 95/98 (バージョン 3.31以降 )

! Novell Client for Windows NT/2000/XP (バージョン 4.81以降 )

注 : ZfD Middle Tier Serverを使用している場合、Novell Clientは
必要ありません。

ZENworks for Desktops 
Management Agent

ZENworks for Desktops 4.0.1。すべての Management Agentコンポー
ネントをインストールできます。ただし、DeFrameをサポートする
ために必要なコンポーネントは、Application Managementコンポー
ネントと Workstation Managementコンポーネントだけです。 

注 : ZENworks OnDemand Servicesポータルからのみ DeFrameシンク
ライアントアプリケーションを起動する場合、Management Agentは
必要ありません。OnDemand Servicesポータルは、ZENworks 6ス
イートに含まれています。Management Agentが必要になるのは、
1)Novell Application Launcherから DeFrameシンクライアントアプ
リケーションを起動する場合、または 2)OnDemand Servicesポータ
ルから ZfDデスクトップアプリケーションを起動する場合のみです。

ソフトウェア 最低要件

eDirectory バージョン 8.5。ZfDの場合と同様に、8.6.2以降を使用することを
お勧めします。

ConsoleOne バージョン 1.3.2。ZfDの場合と同様に、バージョン 1.3.5以降
(ZENworks for Desktops Companion CDまたは ZENworks 6 Companion 
1 CDに含まれています )を使用することをお勧めします。

ソフトウェア 最低要件
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ワークステーションのアップグレード

DeFrame ワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアは、 次のコンポーネン トから構成されます。

! DeFrame ク ラ イアン ト : OnDemand Services Launch Item ガジェ ッ ト または Novell 
Application Launcher から ZfD DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動す
るために必要です。

! ICA ク ラ イアン ト : ICA ク ラ イアン ト セッシ ョ ンで ZfD DeFrameシンク ライアン ト ア
プ リ ケーシ ョ ンを起動するために必要です。

! RDPク ラ イアン ト : RDPク ラ イアン ト セッシ ョ ンでZfD DeFrameシンク ライアン ト ア
プ リ ケーシ ョ ンを起動するために必要です。

! NALプラグイン : OnDemand Services Launch Itemガジェ ッ トから ZfDデスク ト ップア
プ リ ケーシ ョ ンを起動するために必要です。 UsageClient ファ イルは NAL プラグイ
ンにも含まれます。 NALプラグインはインス トールされていますが、 ZENworks 6 
Web Self-Service をインス トールする場合のみ使用されます。

DeFrame ソフ ト ウェアをユーザのワークステーシ ョ ンにインス トールするには、 次の
複数の方法があ り ます。

! Novell Application Launcher を使用してワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアをインス
トールします。詳細については、 45 ページの ｢ Novell Application Launcher を使用し
てワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアをインス トールする｣を参照して ください。

! ZENworks 6 Web Self-Service をすでにインス トールしている場合は、 OnDemand 
Services Launch Item ガジェ ッ ト を使用してください。 ユーザが Launch Item ガ
ジェ ッ トから DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを初めて起動する と き
に DeFrame ソフ ト ウェアがユーザのワークステーシ ョ ンインス トールされます。
詳細については、47 ページの ｢ OnDemand Services Launch Item ガジェ ッ ト を使用し
てワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアをインス トールする｣を参照して ください。

! ワークステーシ ョ ンでワークステーシ ョ ンのインス トールプログラムを実行しま
す。 このインス トールプログラムは、 DeFrame ソフ ト ウェアが必要な各ワークス
テーシ ョ ンから実行する必要があ り ます。 DeFrame ソフ ト ウェアをインス トールす
るユーザは、 ワークステーシ ョ ンでのインス トール権利が必要です。 詳細について
は、 47 ページの ｢ワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアの手動インス トール｣を参照し
て ください。

Novell Application Launcherを使用してワークステーションソフトウェアをインス
トールする

Novell Application Launcher を使用してワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアを配布するため
に実行する手順は、 ZfD 4.0.1 を使用しているか、 または ZfD 3.2 を使用しているかに
よって異な り ます。

! 45 ページの ｢ ZfD 4.0.1 ｣

! 46 ページの ｢ ZfD 3.2 ｣

ZfD 4.0.1

ネッ ト ワークサーバへの ZfD 4.0.1 Server ソフ ト ウェアのインス トール時に、 インス
トールプログラムによって、 OnDemand Client アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トが ZfD 
Server オブジェク ト と同じ eDirectory コンテナに作成されます。
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OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トは、 ワークステーシ ョ ンのセッ ト アッ
ププログラムを 1回だけ実行するよ うに設定されます。 このセッ ト アッププログラム
では、 ユーザはさまざまなク ラ イアン ト (DeFrame ク ラ イアン ト、 ICA ク ラ イアン ト 、
RDP ク ラ イアン ト、 および NAL プラグイン )のインス トールを確認する必要があ り ま
す。 ユーザは、 インス トールパスなどの設定情報を指定する必要はあ り ません。 セッ
ト アッププログラムを 1回だけ手動で実行して、 ユーザが行 う操作を確認するこ とが
できます。

OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トの使用例は次のとおりです。

! OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト をユーザに直接関連付けるこ とが
できます。 この場合、 ユーザは OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を
起動してセッ ト アッププログラムを実行する必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンオ
ブジェク ト をユーザに関連付ける詳細については、 『ZENworks for Desktops 4管理
ガイ ド』 の 「Application Management」 の 「ユーザまたはワークステーシ ョ ンへの
アプリ ケーシ ョ ンの配布」 を参照して ください。

! OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を DeFrame シンク ライアン ト アプ
リ ケーシ ョ ンオブジェク ト ( または、 ファ イルを確実にインス トールする場合は任
意のタイプのアプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト )のアプリ ケーシ ョ ン依存関係と して
割り当てるこ とができます。 OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト をシ
ンク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンの依存関係にする と、 ユーザがいずれかのシンク
ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを初めて起動したと きにセッ ト アッププログラムが実
行されます。 アプ リ ケーシ ョ ン依存関係の設定に関する詳細については、
『ZENworks for Desktops 4管理ガイ ド』 の 「Application Management」 の 「アプリ
ケーシ ョ ンの依存関係とチェーンの設定」 を参照して ください。

ZfD 3.2

ZfD 4.0.1 をまだインス トールしていない場合は、 OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオ
ブジェク ト を作成して、 ワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアを配布するこ とができます。
この場合は、 次の手順に従ってください。

1 次のいずれかの場所に setup.exe ファ イルがある こ とを確認します。 

! ZENworks for Desktops 4.0.1 Companion CDの \DFWorkstationSetupディ レ ク ト リ  

! ZENworks 6 Web Self-Service Program CD の \WorkstationSetupディ レク ト リ

2 setup.exe ファ イルを次に示す ZfD 3.2サーバのいずれかの場所にコピーします。

! \zenworks\ondemand\setup

! \public\zenworks\thinclnt\setup

ondemand\setupディ レク ト リ または thinclnt\setupディ レク ト リ を作成する必要が
あ り ます。

注 : これらのディレクトリを使用する必要はありません。これらのディレクトリには、サーバを ZfD 

4.0.1にアップグレードするときに setup.exeファイルがインストールされます。ただし、setup.exe

は、ユーザが読み取り権利およびファイルスキャン権利 (または、同等の Windowsの権利 )を持って

いるネットワークディレクトリにコピーすることができます。

3 次のいずれかの場所に ondemandclient.aot ファ イルがあるこ とを確認します。

! ZENworks for Desktops 4.0.1 Companion CDの \zenworks\aotディ レク ト リ  

! ZENworks 6 Desktop Management Program CDの \zenworks\aotディ レク ト リ

4 ondemandclient.aot ファ イルを使用して、 ConsoleOne で OnDemand Client アプリ
ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成します。 次のこ とに注意して ください。
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! setup.exe プログラムを参照するよ うに、 ［Source Path］ フ ィールド ( または、
SOURCE_PATH マクロ ) を変更します。

! アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を適切なユーザに関連付けます。

デフォルトでは、 OnDemand Client アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トは、 ワークステー
シ ョ ンのセッ ト アッププログラムを 1回だけ実行するよ うに設定されます。 このセッ
ト アッププログラムでは、 ユーザはさまざまなク ラ イアン ト (DeFrame ク ラ イアン ト 、
ICA ク ラ イアン ト、 RDP ク ラ イアン ト 、 および NAL プラグイン )のインス トールを確
認する必要があ り ます。 ユーザは、 インス トールパスなどの設定情報を指定する必要
はあ り ません。 セッ ト アッププログラムを 1回だけ手動で実行して、 ユーザが行 う操
作を確認するこ とができます。

OnDemand Services Launch Itemガジェットを使用してワークステーションソフトウェ
アをインストールする

ZENworks 6 Web Self-Service をすでにインス トールしている場合は、 ユーザがシンク ラ
イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを最初に起動したと きに、 Launch Item ガジェッ トによって
ワークステーシ ョ ンソフ ト ウェアが自動的にインス トールされます。 詳細については、
ZENworks 6 Documentation Webサイ ト  (http://www.novell.com/documentation/japanese/
zenworks6)にある Web Self-Serviceのマニュアルを参照して ください。

ワークステーションソフトウェアの手動インストール

1 ユーザが、 ユーザ自身のワークステーシ ョ ンにソフ ト ウェアをインス トールするの
に必要な権利を持っているこ とを確認します。 Windows 2000/XP ワークステーシ ョ
ンの場合、 ユーザは Administrator グループに属している必要があ り ます。

2 次のいずれかの場所から setup.exeプログラムを実行します。

! ZENworks for Desktops 4.0.1 Companion CDの \DFWorkstationSetupディ レ ク ト リ  

! ZENworks 6 Web Self-Service Program CD の \WorkstationSetupディ レク ト リ

! ZfD 4.0.1サーバの \zenworks\ondemand\setupディ レク ト リ

! ZfD 4.0.1サーバの \public\zenworks\thinclnt\setupディ レ ク ト リ

ターミナルサーバのアップグレード

DeFrame ター ミナルサーバをアップグレードするには、 次の節に示されている作業を
行います。

! 47 ページの ｢ター ミナルサーバユーザアカウン トの設定｣

! 55 ページの ｢ DeFrame eDirectory スキーマおよびオブジェク トのアップグレード｣

! 56 ページの ｢ター ミナルサーバソフ ト ウェアの更新｣

ターミナルサーバユーザアカウントの設定

ZfD 4.0.1 DeFrameに、 ローカルユーザアカウン トおよび Roaming プロファ イルを作成
および管理する DeFrame ダイナミ ッ クユーザ (DDU)機能が含まれな くな り ました。
DDU を使用している場合は、 ZfD Workstation Managerおよび DLU( ダイナミ ッ クロー
カルユーザ ) ポ リ シーを使用する必要があ り ます。詳細については、 48 ページの ｢ DDU
から ZfD DLU ポ リ シーへの移行｣を参照して ください。

http://www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6
http://www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6
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DLU を使用してター ミナルサーバのユーザアカウン トおよびプロファ イルを管理して
いる場合は、 DLU ポ リ シーを変更したと きに、 ター ミナルサーバアカウン ト を管理す
るために使用しているポ リ シーを再設定する必要があ り ます。 詳細については、
54 ページの ｢ ZfD 3.2 DLU ポ リシーの ZfD 4.0.1 DLU ポ リシーへの移行｣を参照してくだ
さい。

DDUから ZfD DLUポリシーへの移行

ZfD Workstation Manager と DLU( ダイナミ ッ ク ローカルユーザ ) ポ リ シーを使用して
DeFrame ター ミナルサーバ上のユーザアカウン ト またはプロファ イルを管理するため
には、 次の節に示されている作業を行います。 

! 48 ページの ｢ユーザポ リ シーパッケージの作成｣

! 50 ページの ｢ダイナミ ッ ク ローカルユーザアカウン トの設定｣

! 52 ページの ｢ Roamingユーザプロファ イルの設定｣

! 53 ページの ｢ユーザパッケージとユーザの関連付け｣

重要 : これらの作業を行って DLUを設定すると、ターミナルサーバで DeFrameソフトウェアと ZfD 
Management Agentをアップグレードするまで DDUが引き続き使用されます (56 ページの ｢ターミナルサー

バソフトウェアの更新｣を参照 )。DeFrameソフトウェアと ZfD Management Agentのアップグレード後は、
Workstation Managerと DLUポリシーが使用されます。

ユーザポリシーパッケージの作成

ダイナミ ッ ク ローカルユーザアカウン ト と Roaming ユーザプロファ イルを管理するに
は、 ユーザポ リ シーパッケージに含まれる Windows 2000 ター ミナルサーバポ リ シーを
使用します。 既存のユーザポ リ シーパッケージを使用するこ とができます。 または、
Windows 2000 ター ミナルサーバポ リ シー用の新しいユーザポ リシーパッケージを作成
するこ とができます。 使用するユーザポ リ シーパッケージがすでにある場合は、
50 ページの ｢ダイナミ ッ クローカルユーザアカウン トの設定｣に進んでください。 それ
以外の場合は、 次の手順に従ってユーザポ リ シーパッケージを作成します。

1 ConsoleOne で、 ユーザポ リ シーパッケージオブジェク ト を作成するコンテナを右
ク リ ッ ク し、 ［Policy Package］ をク リ ッ ク して、 ［Policy Package Wizard］ を表示し
ます。
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2 ［Policy Packages］ リ ス トから ［User Package］を選択し、［Next］をク リ ッ ク します。     

パッケージオブジェク トの名前は、 パッケージオブジェク ト を作成するコンテナ内
で一意である必要があ り ます。 複数のユーザポ リシーパッケージを作成する場合
は、 「Win2000 TS User Package」 などのよ うな内容がわかりやすい名前を付けるこ
とができます。 または、 ポ リ シーのユーザが属するコンテナと同じコンテナにポ リ
シーを作成するこ とができます。

3 必要に応じて、 パッケージのオブジェク ト名と、 パッケージが作成されるコンテナ
を変更し、 ［Next］ をク リ ッ ク します。 

4 ［Summary］ ページで ［Define Additional Properties］ を選択し、 ［Finish］ をク リ ッ ク
します。 ユーザパッケージオブジェク トが作成され、 オブジェク トのプロパティ
ページが表示されます。
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5 ［Policies］ タブ > ［Win2000 Terminal Server］ の順にク リ ッ ク して、 ［Win2000 
Terminal Server Policies］ ページを表示します。

6 次の 「ダイナミ ッ ク ローカルユーザアカウン トの設定」 に進みます。

ダイナミックローカルユーザアカウントの設定

Workstation Managerによってター ミナルサーバでユーザアカウン ト を作成する方法を
設定するには、 DLU( ダイナミ ッ クローカルユーザ ) ポ リシーを使用します。
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1 ［Windows 2000 Terminal Server Policies］ ページで、 ［Dynamic Local User Policy］ の左
側にあるチェ ッ クボッ クスをオンにしてポ リシーを有効にします。 次に、
［ Properties］をク リ ッ ク して［ Dynamic Local Users］プロパティ ページを表示します。    

2 次のフ ィールドを設定します。 

［Enable Dynamic Local User］ : このオプシ ョ ンを選択する と、 Workstation Manager
を使用して動的にユーザアカウン ト を作成するこ とができます。

［Manage Existing User Account (if any)］ : Workstation Manager で DLU ポ リシーを既
存のユーザアカウン トに適用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。 このオプ
シ ョ ンを選択しないと、 新しいユーザアカウン トのみに DLU ポ リ シーが適用され
ます。

［Use eDirectory Credentials］ : このオプシ ョ ンを選択する と、 ユーザアカウン トの
作成時に eDirectoryのユーザ名とパスワードを使用できます。 ユーザの eDirectory
と Windowsのアカウン ト情報が同期化され、 コンテキス ト レスログインが設定さ
れるため (56 ページの ｢ター ミナルサーバソフ ト ウェアの更新｣を参照 )、 ター ミナ
ルサーバから DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動する と きにユー
ザはアカウン ト情報の入力を求められません。 

［Volatile User (Remove User after Logout)］ : このオプシ ョ ンは、ユーザがシンク ライ
アン ト アプ リ ケーシ ョ ンを終了し、 セッシ ョ ンが終了された後でユーザのアカウン
ト を削除する場合に選択します。 すべてのユーザアカウン ト情報が削除されます。
ユーザプロファ イルを保持する場合は、 Roamingプロファ イルを設定できます。 設
定方法については、 次の 「Roaming ユーザプロファ イルの設定」 を参照してく ださ
い。

［Member Of/Not Member Of］ : ［Not Member Of］ リ ス トで、 ユーザが所属する 1つ
または複数のグループを選択し、 ［Add］ をク リ ッ ク します。 グループメンバー
シップに基づいて、 ター ミナルサーバ上のユーザのアクセス権が設定されます。
ユーザアカウン トに割り当てるファ イルシステムアクセス権が、 リ ス トに表示され
たグループによって提供されていない場合は、 ［File Rights］ ページ ( ［Dynamic 
Local User］ > ［File Rights］ ページの順に選択 ) を使用できます。
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3 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存し、 ［Dynamic Local Users］ プロパティページ
を閉じます。 

4 次の 「Roaming ユーザプロファ イルの設定」 に進みます。

Roamingユーザプロファイルの設定

Roaming ユーザプロファ イルの設定するために使用できるポ リ シーには次の 2つがあ り
ます。

! Windows ター ミナルサーバポ リシー : Windows ター ミナルサーバポ リシーを使用す
る と、 Roaming ユーザプロファ イルを保存するためのネッ ト ワークス ト レージの場
所を指定できます。 このポ リ シーを使用する利点には、 1) リモートセッシ ョ ンま
たはローカルセッシ ョ ンでユーザがター ミナルサーバにログインする場合のみ適用
される、 2) ク ラ イアン ト セッシ ョ ンを制御するために使用できる他の設定が含ま
れる、 などがあ り ます。

ユーザプロファ イルにこのポ リシーを使用するこ とは、 Windows ター ミナルサーバ
上のユーザアカウン トに関する ［Terminal Services Profile］ プロパティページを設
定するこ と と同じです。

! Windowsデスク ト ップ初期設定ポ リシー : Windowsデスク ト ップ初期設定ポ リシー
を使用する と、 Roaming ユーザプロファ イルを保存するためのネッ ト ワークス ト
レージの場所を指定できます。 Windowsデスク ト ップ初期設定ポ リシーは、 ユーザ
がワークステーシ ョ ンまたはター ミナルサーバにログインする と きに必ず適用され
ます。 したがって、 ワークステーシ ョ ンおよびター ミナルサーバで同じユーザプロ
ファ イルを使用する場合のみ使用して ください。   

一般的に、 Roamingプロファ イルを設定するためには Windows ター ミナルサーバポ リ
シーを使用するこ とをお勧めします。 両方のポ リ シーを使用して Roamingプロファ イ
ルを設定する と、 Windowsデスク ト ップ初期設定ポ リシーで ［Override Terminal Server 
Profile］ 設定を選択しない限り、 Windows ター ミナルサーバポ リ シーの設定が使用され
ます。

Windows ター ミナルサーバポ リシーを設定する手順を次に示します。 Windowsデスク
ト ップ初期設定ポ リシーを使用する場合は、 『ZENworks for Desktops 4管理ガイ ド』 の
「Workstation Management」 の 「ポ リ シーパッケージの作成とポ リ シーのセッ ト アップ」
の 「ユーザパッケージのポ リ シーのセッ ト アップ」 を参照してください。

Windows ター ミナルサーバポ リシーを作成するには、 次の手順に従って ください。

1 ［Windows 2000 Terminal Server Policies］ ページで、 ［Windows Terminal Server Policy］
の左側にあるチェ ッ クボッ クスをオンにしてポ リシーを有効にします。 次に、
［Properties］ をク リ ッ ク してポ リ シーのプロパティページを表示します。    

2 ［Terminal Configuration］ タブをク リ ッ ク し、 ［Login］ をク リ ッ ク して ［Login］ ペー
ジを表示します。
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3 ［Inherit Client Configuration］ オプシ ョ ンをオンにします。

重要 : このオプションを有効にしない場合は、ユーザによる DeFrameシンクライアントアプリケー

ションの起動時に、起動されたアプリケーションではなくターミナルサーバのデスクトップに対して

セッションが開始されます。

4 ［Terminal Server Profile Path］ フ ィールドに、 プロファ イルを設定するネッ ト ワーク
上の場所を示すパスを入力します。 次のこ とに注意して ください。

! %username%変数を使用して、 各ユーザのプロファ イルがそれぞれ別のディ レク
ト リに保存されるよ うにします。 たとえば、 次のよ うに指定します。

\\server\vol1\profiles\%username%

このパスを使用する と、 ユーザ jsmithのプロファ イルは、 次の場所に保存され
ます。

\\server\vol1\profiles\jsmith

! ユーザのディ レク ト リがすでに存在しているこ とを確認します。 この例では、
jsmithのプロファ イルが保存される \\server\vol1\profiles\jsmithがすでに存在し
ている必要があ り ます。

! ユーザがユーザ自身のプロファ イルディ レク ト リへのアクセス権を持っている
こ とを確認します。 プロファ イルディ レ ク ト リが NetWareサーバ上にある場合
は、 eDirectory を使用してアクセス権を割 り当てるこ とができます。 プロファ
イルディ レク ト リが Windowsサーバ上にある場合は、 ユーザの Windows アカ
ウン ト を使用してアクセス権を割り当てる必要があ り ます。

5 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存し、 ［Windows Terminal Server］ プロパティ
ページを閉じます。

6 次の 「ユーザパッケージとユーザの関連付け」 に進みます。

ユーザパッケージとユーザの関連付け

ユーザポ リ シーパッケージは、 有効にする前にユーザと関連付ける必要があ り ます。 
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1 ユーザパッケージオブジェク トのプロパティページが表示されていない場合は、
［User Package］ を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ をク リ ッ ク します。

2 ［Associations］ タブをク リ ッ ク して ［Associations］ ページを表示します。 

3 ［Add］ をク リ ッ ク し、 ポ リ シーパッケージを適用するユーザを参照して選択しま
す。 ユーザ、 ユーザグループ、 またはコンテナを追加できます。 

4 ユーザを追加したら、 ［OK］ をク リ ッ ク して情報を保存します。

ZfD 3.2 DLUポリシーの ZfD 4.0.1 DLUポリシーへの移行

ZfD 3.2では、 ダイナミ ッ クローカルユーザアカウン トおよびユーザポ リシーを設定す
るために次の 2つのポ リ シーを使用するこ とができました。

! WinNT-2000-XP DLU ポ リ シー

! WinNT-2000-XP Windows ター ミナルサーバポ リシー

WinNT-2000-XP ポ リ シーは、 ユーザが Windows 2000 ター ミナルサーバにログインした
と きだけではな く、 Windows NT/2000/XP ワークステーシ ョ ンにログインしたと きにも
ユーザに適用されていました。

ZfD 4.0.1では、 ワークステーシ ョ ン上のユーザと ター ミナルサーバ上のユーザに対し
てそれぞれ異なる設定を割 り当てるために、 DLU ポ リシーと Windows ター ミナルサー
バポ リ シーを含む Win2000 ター ミナルサーバポ リ シーが追加されました。

ユーザがター ミナルサーバにログインする と、 ZfD 4.0.1 Workstation Managerは
Win2000 ター ミナルサーバポ リ シーを参照し、 WinNT-2000-XP ポ リ シーを無視します。
したがって、 WinNT-2000-XP DLUおよびWindows ター ミナルサーバポ リ シーの設定を
Win2000 ター ミナルサーバポ リ シーに移行する必要があ り ます。 この場合は、 50 ペー
ジの ｢ダイナミ ッ ク ローカルユーザアカウン トの設定｣と 52 ページの ｢ Roamingユーザ
プロファ イルの設定｣で示された手順に従 う こ とをお勧めします。 新しい Win2000 DLU
およびWindows ター ミナルサーバポ リ シーを設定する場合は、 必要に応じて、 現在の
WinNT-2000-XP DLUおよびWindows ター ミナルサーバポ リ シーを参照します。 
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DeFrame eDirectoryスキーマおよびオブジェクトのアップグレード

ネッ ト ワークサーバへの ZfD Server ソフ ト ウェアのインス トール時に、 ConsoleOne で
使用される ZfD DeFrame スナップインがインス トールされます。 ター ミナルサーバに
DeFrame ソフ ト ウェアをインス トールする前に、 ConsoleOne から DeFrame有効化ウ ィ
ザードを実行する必要があ り ます。 有効化ウ ィザードでは次の作業を行 う こ とができ
ます。

! DeFrameサーバおよびDeFrameアプリ ケーシ ョ ンで使用するコンテナを指定します。

! 既存の DEFAULT_REGオブジェク トおよび PASS_ADMIN オブジェク ト を更新して、
DEFAULT_REG オブジェ ク トが特定の DeFrameサーバコンテナおよび DeFrame ア
プリ ケーシ ョ ンコンテナを示すよ うにします。

! DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンに対するアプリ ケーシ ョ ンオブジェク
トの設定時に使用された属性をク リーンアップします。 属性が変更されているた
め、 OnDemand Services 2 ガジェッ ト を使用している場合、 OnDemand Services 2 を
ZENworks 6 Web Self-Serviceにアップグレードするまで、 ユーザは DeFrame シンク
ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動できません。

DeFrame eDirectory スキーマおよびオブジェク ト を更新するには、 次の手順に従って く
ださい。

1 Windows ワークステーシ ョ ンで、 ZfD 4.0.1サーバから ConsoleOne を起動します。

ローカルのワークステーシ ョ ンに ZfD Serverの ConsoleOneディ レク ト リ をコピー
している場合は、 ローカルのディ レク ト リから ConsoleOne を起動できます。

2 ConsoleOne で、 ［Tools］ > ［DeFrame Tools］ > ［Activate DeFrame］ の順にク リ ッ ク
して、 ［Update DeFrame］ ダイアログボッ クスを表示します。

3 次のフ ィールドに情報を入力します。

［Server Context］ : このフ ィールドに入力された情報は、 DEFAULT_REG オブジェ
ク トの ［DeFrame Server Container］ フ ィールドに入力されます。 新しい DeFrame
ター ミナルサーバに DeFrame ソフ ト ウェアをインス トールし、 DeFrame ソフ ト
ウェアを起動する と、 ター ミナルサーバを示す DeFrameサーバオブジェク トがこ
のコンテナに作成されます。 既存の DeFrame サーバオブジェク トが存在するコン
テナを指定します。 この結果、 現在の DeFrameサーバオブジェク トが存在するコ
ンテナに新しい DeFrameサーバオブジェク トが作成され、 コンテナへの適切なア
クセス権が PASS_ADMINオブジェク トに割り当てられます。 
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［Application Context］ : このフ ィールドに入力された情報は、 DEFAULT_REG オブ
ジェク トの ［DeFrame Application Container］ フ ィールドに入力されます。 DeFrame 
Published Application Synchronizationユーティ リ ティで作成されたアプリ ケーシ ョ ン
オブジェク トは、 このコンテナに作成されます。 既存の DeFrame アプリ ケーシ ョ
ンオブジェク トが存在するコンテナを指定します。 DeFrame Published Application 
Synchronizationユーティ リテ ィ を使用する と、 Citrix Published Application Manager
ユーティ リ テ ィのアプリ ケーシ ョ ンを eDirectoryにインポートできます。 このユー
ティ リ テ ィに関する詳細については、 78 ページの ｢ DeFrame Published Application 
Synchronizationユーティ リテ ィ を使用してアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成す
る｣を参照して ください。

4 ［OK］ をク リ ッ ク して DeFrame スキーマおよびオブジェ ク ト を更新します。

ターミナルサーバソフトウェアの更新

DeFrame有効化ウ ィザードを使用して DeFrame eDirectory スキーマおよびオブジェク
ト を更新する と、 DeFrame ター ミナルサーバは、 DeFrame ソフ ト ウェアをアップグ
レードするまで動作しません。

ZfD Management Agentのインス トールプログラムを実行する と、 DeFrame ソフ ト ウェ
アがター ミナルサーバにインス トールされます。 ZfD Management Agentのインス トール
プログラムは、 DeFrame ソフ ト ウェアをアップグレードする既存の各 DeFrame ター ミ
ナルサーバで実行する必要があ り ます。

1 バージ ョ ン 4.83以降の Novell Clientがター ミナルサーバにインス トールされてい
るこ とを確認します。

2 DeFrame を有効化した eDirectory ツ リーにログインし、 そのツ リーがプライマ リ ツ
リーであるこ とを確認します。 

正しいプライマ リ ツ リー接続を設定するには、 タスクバーのステータス領域にある
［N］ アイコンを右ク リ ッ ク し、 ［NetWare Connections］ をク リ ッ ク して、 正しいツ
リーを選択します。 次に、 ［Set Primary］ をク リ ッ ク します。

3 ター ミナルサーバで、ZENworks for Desktops Program CD または ZENworks 6 Desktop 
Management Program CD を CD-ROM ド ラ イブに挿入します。 winsetup.exe プログラ
ムが自動的に実行されます。 プログラムが自動的に実行されない場合は、 CDの
ルートから手動で実行します。

注 : ZfD Management Agentのインストールプログラムは、Microsoft Windows Installerパッケージ

(zfdagent.msi)です。インストールプログラムは、ZfDの winsetup.exeプログラムから起動する以外

に、ZENworks for Desktops Program CDの agentinstall\englishディレクトリ、ZENworks 6 Desktop 
Management Program CDの agentinstall\englishディレクトリ、または ZfD Serverの

public\zenworks\zfdagent\englishディレクトリから直接起動できます。インストールプログラムを

ZfDの winsetup.exeプログラム以外から起動する場合は、ステップ 7に進んでください。

4 ［English］ をク リ ッ ク して ZfD メ インインス トールページを表示します。
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5 ［Installation］ をク リ ッ ク して ZfD インス トールオプシ ョ ンページを表示します。

6 ［Install ZfD Management Agent］ をク リ ッ クしてインス トールプログラムを起動します。
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7 最初のページの内容を読み、 ［Next］ をク リ ッ ク します。

8 使用許諾契約を読みます。 使用許諾契約の内容に同意する場合は、 ［I Accept the 
Terms in the License Agreement］ をク リ ッ ク します。

または、

使用許諾契約の内容に同意しない場合は、［I Do Not Accept the Terms in the License 
Agreement］ をク リ ッ ク します。 この結果、 インス トールプログラムは終了します。

デフォルトでは、 すべての機能が選択およびインス トールされます。 Application 
Management機能と Workstation Managerは必ずインス トールする必要があ り ます。
Workstation Imaging機能はオプシ ョ ンです。 

9 ター ミナルサーバに Workstation Imaging をインス トールしない場合は、 その機能を
示すアイコンをク リ ッ ク し、 ［This Feature Will Not Be Available］ を選択します。 

10 ［Next］ をク リ ッ ク して ［General Settings］ ページを表示します。
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このページでは、Management Agentが Novell Clientの代わりに接続する ZfD Middle 
Tier Server を指定します。

ユーザがこのサーバから DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを実行する
場合は、 Middle Tier Server を指定する必要はあ り ません。 すべての eDirectory認証
は、 Novell Client を使用して行われます。

Middle Tier Server を指定した場合は、 ター ミナルサーバで Windows ログオンを行っ
たすべてのユーザが、 Novell Client を使用して eDirectory認証を行わなくても
Novell Application Launcher アプリ ケーシ ョ ンやWorkstation Manager ポ リ シーにア
クセスできます。

11 必要に応じて、 ［General Settings］ ページで、 Management Agentが接続する ZfD 
Middle Tier Serverの DNS名または IP アドレスを入力し、 Management Agent ログオ
ンを リ ッスンするために Apache Web Server (NetWare) または IIS Web Server 
(Windows)が使用する HTTP または HTTPSのポート番号を入力して、 ［Next］ をク
リ ッ ク します。

12 ユーザがター ミナルサーバの Windowsにログインする と きに Novell Application 
Launcher を起動する場合は、 起動するビュー (Application Explorer、 Application 
Window、 またはその両方 ) を選択し、 ［Next］ をク リ ッ ク します。
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ター ミナルサーバから DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動する
ユーザは、 この設定の影響を受けません。 ター ミナルサーバで Windows にログイ
ンするユーザのみが影響を受けます。 

13 ［Ready to Install Program］ ページで、 ［Install］ をク リ ッ ク してインス トールを開始
します。

14 インス トールが完了したら、 ター ミナルサーバを再起動するオプシ ョ ンを選択し、
［Finish］ をク リ ッ ク します。

DeFrame 2.01サービス (DeFrame Access Control Service、DeFrame Watchdog Service、
および DeFrame Disconnected Session Tracking Service)が、 Novell ZENworks Thin-
Client Application Service (zentcas.exe) とい う 1つのサービスに統合されました。 デ
フォルトでは、 サーバの起動時に ZENworks Thin-Client Application Serviceが自動的
に起動するよ うに設定されます。

15 サービスを手動で起動するには、 次の手順に従って ください。

15a ［スタート ］ メニュー > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［管理ツール］ >
［サービス］ の順にク リ ッ ク します。        

15b ［Novell ZENworks Thin-Client Application Service］ をダブルク リ ッ ク します。

15c ［開始］ をク リ ッ ク します。

15d ［OK］ をク リ ッ ク します。

16 ［サービス］ ウ ィ ン ド ウに Workstation Managerサービスが表示されているかど うか
をチェッ クするこ とによって、 Workstation Managerがインス トールされター ミナル
サーバで実行されているこ とを確認します。

16a ター ミナルサーバで、 ［スタート ］ メニュー > ［設定］ > ［コン ト ロールパネ
ル］ > ［Network Identity］ の順にク リ ッ ク します。

16b ［Novell Network Identity］ ダイアログボッ クスの ［Settings］ をク リ ッ ク します。 

16c ［Enable Workstation Manager］ チェ ッ クボッ クスがオンに設定され、 ツ リーが
正し く設定されているこ とを確認します。

eDirectory ツ リーが複数ある場合は、 ユーザオブジェク トが属する eDirectory
ツ リーを Workstation Managerが参照するよ うに設定します。

16d (オプシ ョ ン ) Windowsのレジス ト リで、 HKEY_LOCAL_MACHINE/
SOFTWARE/NOVELL/Workstation Manager/Identification キーにある Tree値を
確認します。

コンテキストレスログインの設定

シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動するプロセスを簡略化するために、 DeFrame
にはコンテキス ト レスログインが用意されています。 コンテキス ト レスログインを使
用する と、 ユーザはシンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンの起動時にユーザ名とパス
ワードを入力するよ う求められません。 ただし、 ユーザの eDirectory アカウン ト と
Windows ユーザアカウン トのユーザ名とパスワードが同じである必要があ り ます。

コンテキス ト レスログインを使用している場合は、 コンテキス ト レスログインは引き
続き動作します。 コンテキス ト レスログインを使用していない場合、 あるいはター ミ
ナルサーバでの DeFrame ソフ ト ウェアまたは ZfD Management Agent ソフ ト ウェアの
アップグレード後にコンテキス ト レスログインが動作しなくなった場合は、 次の手順
に従ってください。
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1 ター ミナルサーバの ［ク ラ イアン ト提供のログオン情報を使 う ］ 設定をオンにし、
［常にパスワードの入力を求める］ 設定をオフにします。

1a ター ミナルサーバで、 ［スタート ］ メニュー > ［プログラム］ > ［管理ツール］
> ［ター ミナル サービス構成］ の順にク リ ッ ク します。

1b 接続タイプ (デフォルトは RDP-Tcp) を強調表示し、 プロパティ を入力するた
めにダブルク リ ッ ク します。

1c ［ログオン設定］ タブで、 ［ク ラ イアン ト提供のログオン情報を使 う ］ 設定をオ
ンにし、 ［常にパスワードの入力を求める］ 設定をオフにします。

1d 各接続タイプに対して同じ手順を繰り返します。

2 ター ミナルサーバの Novell Client用のデフォルトプロファ イルを設定します。 

2a ター ミナルサーバで、 タスクバーのステータス領域にある Novell アイコン (
［N］ アイコン ) を右ク リ ッ ク し、 ［Novell Client Properties］ をク リ ッ ク します。

2b ［Location Profiles］ タブをク リ ッ ク します。

2c ［Location Profiles］ リ ス ト で、 ［Default］ を選択し、 ［Properties］ をク リ ッ ク し
て、 ［Location Profiles Properties］ ダイアログボッ クスを表示します。

2d ［Service］ リ ス トから ［Login Service］ を選択し、 ［Service Instance List］ から
［Default］ を選択します。 次に、 ［Properties］ をク リ ッ ク して ［Novell Login］
ダイアログボッ クスを表示します。

2e ［Save Profile After Successful Login］ オプシ ョ ンをオフにします。

2f ［NDS］ タブをク リ ッ ク します。

2g ［Tree］ フ ィールドで、 シンク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンがアプ リ ケーシ ョ
ンオブジェク ト と して設定されている eDirectory ツ リーを選択します。

2h ［Context］ フ ィールドおよび ［Server］ フ ィールドからすべての情報を削除し
ます。

2i 設定内容を保存するには、 ［OK］ をク リ ッ ク してすべてのダイアログボッ クス
を閉じます。

3 ター ミナルサーバが Active Directory ド メ インコン ト ローラ ( メ ンバーサーバまた
はワークグループサーバではなく )である場合は、 ター ミナルサーバの DeFrame
サーバオブジェク トでサーバ名ではなく ド メ イン名を指定します。

コンテキス ト レスログイン時には、 eDirectory と Windows ター ミナルサーバにログ
インするためにこのユーザ名とパスワードが使用されます。 ユーザ名とパスワード
以外に、 Windows ター ミナルサーバログインでは、 ド メ イン名とサーバ名が必要で
す (Windows Workstationのログインダイアログボッ クスの ［From］ フ ィールドに指
定 )。 DeFrameサーバオブジェク トの作成時に、 サーバ名がオブジェ ク トに指定さ
れます。 ター ミナルサーバがド メ インコン ト ローラである場合は、 ド メ イン名が必
要です。 ド メ イン名を変更するには、 次の手順に従って ください。 

3a ConsoleOne で、 DeFrameサーバオブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ を
ク リ ッ ク して、 DeFrameサーバオブジェク トのプロパティページを表示します。

3b ［DeFrame Server Environment］ タブをク リ ッ ク して ［Environment］ ページを表
示します。

3c ［Domain］ フ ィールドに、 ター ミナルサーバのド メ インを入力します。

3d ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存します。
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IV 管理

65 ページの第 5 章 ｢ DeFrame ユーザと してユーザを有効化する｣

69 ページの第 6 章 ｢ター ミナルサーバユーザアカウン トの管理｣

77 ページの第 7 章 ｢シンク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンの配布｣

85 ページの第 8 章 ｢負荷分散の設定｣

91 ページの第 9 章 ｢切断されたセッシ ョ ンの管理｣

93 ページの第 10 章 ｢ ZENTCASサービスのログ機能の制御｣

95 ページの第 11 章 ｢ Novell iFolderによるファ イル保存のセッ ト アップ｣

99 ページの第 12 章 ｢ Citrix Secure Gatewayによるアプ リ ケーシ ョ ンアクセスのセッ ト
アップ｣

103 ページの第 13 章 ｢ファ イアウォールを経由するアプリ ケーシ ョ ンアクセスのセッ ト
アップ｣

107 ページの第 14 章 ｢ター ミナルサーバからの DeFrame の削除｣



64   ZENworks for Desktops 4.0.1 DeFrameインストールおよび管理ガイド

    Novell Confidential      Manual (JPN)  12 May 2003



DeFrameユーザとしてユーザを有効化する 65

    Novell Confidential        Manual (JPN)  12 May 2003

5 DeFrameユーザとしてユーザを有効化する 

Novell® Application LauncherTMから DeFrameTM シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動
する前に、 ユーザを DeFrameユーザと して設定する必要があ り ます。 

インス トール時に有効化しなかったユーザは、 次のいずれかの方法に従って有効化で
きます。

! ConsoleOne® を使用してユーザを手動で有効化します。 各ユーザは、 別々に設定す
る必要があ り ます。 次の 「ConsoleOne を使用してユーザを有効化する」 を参照し
て ください。

! DeFrame\OnDemand User Configurationユーティ リテ ィ を使用して、複数のユーザを
同時に有効化します。66 ページの ｢ DeFrame\OnDemand User Configuration ユーティ
リ テ ィ を使用してユーザを有効化する｣を参照して ください。

! ZENworks OnDemand ServicesTM (ZENworks 6スイートのWeb Self-Serviceに含まれてい
ます ) を使用している場合は、 ユーザが OnDemand Services Launch Item ガジェ ッ ト
から初めてアプリ ケーシ ョ ンを起動する と きに、 このガジェッ トによって自動的に
DeFrameユーザと して有効化されます。 ユーザは、 Launch Item ガジェ ッ トからア
プ リ ケーシ ョ ンを起動する と、 Novell Application Launcherからシンク ライアン ト ア
プ リ ケーシ ョ ンを起動できます。

ConsoleOneを使用してユーザを有効化する

1 ConsoleOne で、 ユーザオブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ をク リ ッ ク し
てユーザオブジェク トのプロパティページを表示します。 

2 ［DeFrame］ タブをク リ ッ ク し、［iFolder Servers］ ページを表示します。                    
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3 ［DeFrame User］ ボッ クスをク リ ッ ク してユーザを有効化します。

4 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存します。

DeFrame\OnDemand User Configurationユーティリティを使用して
ユーザを有効化する

DeFrame\OnDemand User Configurationユーティ リ テ ィ を使用する と、 次の作業を行 う
こ とができます。

! ユーザオブジェク トに適切な補助ク ラスを追加し、 ユーザオブジェク トの
［DeFrame］ ページの ［DeFrame User］ 設定をオンにするこ とによって、 ユーザを
DeFrame ユーザと して有効化します。

! ZENworks OnDemand Services ApprovalFlowTMで必要なコス トセンターおよびアカウ
ン ト ID を設定します。 ZENworks OnDemand Servicesは、 ZENworks 6 スイートの一
部と して ZENworks for Desktops を取得した場合のみ利用できます。

この Javaベースのユーティ リテ ィは、 ZENworks for Desktops 4.0.1 Companion CDおよ
び ZENworks 6 Companion 1 CDに含まれています。 このユーティ リ テ ィ を使用するに
は、 サーバまたはワークステーシ ョ ンにユーティ リ ティ をインス トールする必要があ
り ます。 また、 このユーティ リ テ ィは、 Java Runtime Engine (JRE)がインス トールされ
ている Windows ワークステーシ ョ ン /サーバから実行する必要があ り ます。

1 ZENworks for Desktops 4.0.1 Companion CDの odusrcfgディ レ ク ト リ ( または、
ZENworks 6 Companion 1 CDの zenworksfordesktops\odusrcfgディ レク ト リ )のファ
イルをサーバまたはワークステーシ ョ ンのディ レク ト リにコピーします。

これらのファ イルは、 サーバまたはワークステーシ ョ ンの任意のディ レク ト リにコ
ピーできます。 たとえば、 ConsoleOneディ レク ト リにコピーします。 

2 JREがインス トールされている Windows ワークステーシ ョ ン /サーバから、 該当す
るディ レク ト リの odusrcfg.bat を実行して ［OnDemand User Configuration Utility 
Introduction］ ページを表示します。

3 ［Next］ をク リ ッ ク して ［Novell eDirectory Authentication］ ページを表示します。

4 次のフ ィールドに情報を入力します。

［LDAP Server Hostname or IP Address］ : eDirectoryへのアクセスを提供する LDAP
サーバのホス ト名または IP アドレスを入力します。 LDAPサーバのポート番号が
389でない場合は、 ポート番号を指定します。

［Admin Name］ : LDAP の構文を使用して、 eDirectoryに対して管理者と同等の権利
を持つユーザのコンテキス ト を指定します。

［Password］ : ユーザのパスワードを指定します。

5 ［Next］ をク リ ッ ク して eDirectoryに対する認証を行い、 ［User Selection］ ページを
表示します。

6 DeFrame ユーザと して有効化するユーザを選択します。

ユーザ個人を選択するか、 コンテナを選択してコンテナ内のすべてのユーザを有効
化するこ とができます。

7 ZENworks 6 Web Self-Service を使用していて、 選択したユーザに対する OnDemand 
Services ApprovalFlowの設定を行 う場合は、 ［Enable ApprovalFlow］ オプシ ョ ンをオ
ンにし、 ［Next］ をク リ ッ ク して、 次のステップ 7aおよびステップ 7bに進んでく
ださい。
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または、

OnDemand Services ApprovalFlow を設定しない場合は、 ［Next］ をク リ ッ ク し、 次の
ステップ 8に進んでください。

7a ［ApprovalFlow Settings］ ページで、 次のフ ィールドに情報を入力します。

［Account ID］ : ユーザを識別するアカウン ト ID を入力します。 このユーザのア
カウン ト IDは、 ユーザが生成した各 Purchaseおよび Usage オブジェ ク トに記
録されます。 サードパーティの請求システムまたは報告システムを使用してい
る場合は、 それらのシステムでこのアカウン ト ID を使用するこ とができます。

［Cost Center］ : ユーザを割り当てるコス ト センターを参照し選択します。 コス
ト センターは、 職種オブジェク トによって表されます。

［Enable User to Receive E-Mail Notifications］ : このオプシ ョ ンを選択する と、
ユーザは購入が承認または拒否されたこ とを通知する電子メールメ ッセージを
受け取り ます。

［Enable User to Cancel Package Subscriptions］ : ユーザがユーザ自身のアプリ
ケーシ ョ ンパッケージの購入をキャンセルできるよ うにする場合は、 このオプ
シ ョ ンを選択します。 このオプシ ョ ンを選択する と、 ユーザは Workflow 
Tracking ガジェ ッ ト を使用して、 購入が承認されたアプ リ ケーシ ョ ンを参照
し、 購入をキャンセルできます。

［Overwrite Existing ApprovalFlow Settings］ : このオプシ ョ ンを選択する と、選択
されたユーザに現在割り当てられている ApprovalFlow settings の設定が上書き
されます。

7b ［Finish］ をク リ ッ ク します。

8 ［Yes］ をク リ ッ ク して、 選択されたユーザを有効化するこ とを確認します。

9 ユーザの設定が完了すると 、［ Finish］ をク リ ッ ク してユーティ リ ティ を終了します。
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6 ターミナルサーバユーザアカウントの管理

DeFrameTM ター ミナルサーバからアプリ ケーシ ョ ンを実行するには、 ター ミナルサーバ
でユーザアカウン トが必要です。 各ター ミナルサーバで静的ユーザアカウン ト を作成
できます。 または、 Novell® ZENworks® for Desktop Workstation Manager とユーザポ リ
シーを使用して、 アカウン ト を動的に管理できます。 次の節では、 Workstation Manager
およびユーザポ リ シーの使用方法について説明しています。

! 69 ページの ｢Workstation Managerのセッ ト アップ｣

! 69 ページの ｢コンテキス ト レスログインの有効化｣

! 71 ページの ｢ユーザポ リ シーパッケージの作成｣

! 73 ページの ｢ダイナミ ッ ク ローカルユーザアカウン トの設定｣

! 74 ページの ｢ Roamingユーザプロファ イルの設定｣

! 76 ページの ｢ユーザパッケージとユーザの関連付け｣

Workstation Managerのセットアップ

Workstation Managerは、 ZfD Management Agentの一部と してインス トールされます。
［サービス］ ウ ィ ンド ウに Workstation Managerサービスが表示されているかど うかを
チェッ クする こ とによって、 Workstation Managerがインス トールされター ミナルサー
バで実行されているこ とを確認できます。

Novell eDirectoryTM ツ リーが複数ある場合は、 ユーザオブジェク トが属する eDirectory
ツ リーを Workstation Manager が参照するよ うに設定します。 この場合は、 次の手順に
従って ください。

1 ［スタート ］ メニュー > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［Network Identity］ の
順にク リ ッ ク します。

2 ［Novell Network Identity］ ダイアログボッ クスの ［Settings］ をク リ ッ ク します。 

3 ［Enable Workstation Manager］ チェ ッ クボッ クスがオンに設定され、 ツ リーが正し
く設定されているこ とを確認します。

4 (オプシ ョ ン ) Windowsのレジス ト リで、 HKEY_LOCAL_MACHINE/SOFTWARE/
NOVELL/Workstation Manager/Identification キーにある Tree値を確認します。

コンテキストレスログインの有効化

シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動するプロセスを簡略化するために、 DeFrame
にはコンテキス ト レスログインが用意されています。 コンテキス ト レスログインを使
用する と、 ユーザはシンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンの起動時にユーザ名とパス
ワードを入力するよ う求められません。 ただし、 ユーザの eDirectory アカウン ト と
Windows ユーザアカウン トのユーザ名とパスワードが同じである必要があ り ます。
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コンテキス ト レスログインを使用するには、 各ター ミナルサーバで次の手順に従って
ください。    

1 ター ミナルサーバの ［ク ラ イアン ト提供のログオン情報を使 う ］ 設定をオンにし、
［常にパスワードの入力を求める］ 設定をオフにします。

1a ター ミナルサーバで、 ［スタート ］ メニュー > ［プログラム］ > ［管理ツール］
> ［ター ミナル サービス構成］ の順にク リ ッ ク します。

1b 接続タイプ (デフォルトは RDP-Tcp) を強調表示し、 プロパティ を入力するた
めにダブルク リ ッ ク します。

1c ［ログオン設定］ タブで、 ［ク ラ イアン ト提供のログオン情報を使 う ］ 設定をオ
ンにし、 ［常にパスワードの入力を求める］ 設定をオフにします。

1d 各接続タイプに対して同じ手順を繰り返します。

2 ター ミナルサーバの Novell ClientTM用のデフォルトプロファ イルを設定します。 

2a ター ミナルサーバで、 タスクバーのステータス領域にある Novell アイコン (
［N］ アイコン ) を右ク リ ッ ク し、 ［Novell Client Properties］ をク リ ッ ク します。

2b ［Location Profiles］ タブをク リ ッ ク します。

2c ［Location Profiles］ リ ス ト で、 ［Default］ を選択し、 ［Properties］ をク リ ッ ク し
て、 ［Location Profiles Properties］ ダイアログボッ クスを表示します。

2d ［Service］ リ ス トから ［Login Service］ を選択し、 ［Service Instance List］ から
［Default］ を選択します。 次に、 ［Properties］ をク リ ッ ク して ［Novell Login］
ダイアログボッ クスを表示します。

2e ［Save Profile After Successful Login］ オプシ ョ ンをオフにします。

2f ［NDS］ タブをク リ ッ ク します。

2g ［Tree］ フ ィールドで、 シンク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンがアプ リ ケーシ ョ
ンオブジェク ト と して設定されている eDirectory ツ リーを選択します。

2h ［Context］ フ ィールドおよび ［Server］ フ ィールドからすべての情報を削除し
ます。

2i 設定内容を保存するには、 ［OK］ をク リ ッ ク してすべてのダイアログボッ クス
を閉じます。

3 ター ミナルサーバが Active Directory ド メ インコン ト ローラ ( メ ンバーサーバまた
はワークグループサーバではなく )である場合は、 ター ミナルサーバの DeFrame
サーバオブジェク トでサーバ名ではなく ド メ イン名を指定します。

コンテキス ト レスログイン時には、 eDirectory と Windows ター ミナルサーバにログ
インするためにこのユーザ名とパスワードが使用されます。 ユーザ名とパスワード
以外に、 Windows ター ミナルサーバログインでは、 ド メ イン名とサーバ名が必要で
す (Windows Workstationのログインダイアログボッ クスの ［From］ フ ィールドに指
定 )。 DeFrameサーバオブジェク トの作成時に、 サーバ名がオブジェ ク トに指定さ
れます。 ター ミナルサーバがド メ インコン ト ローラである場合は、 ド メ イン名が必
要です。 ド メ イン名を変更するには、 次の手順に従って ください。 

3a ConsoleOne で、 DeFrameサーバオブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ を
ク リ ッ ク して、 DeFrame サーバオブジェク トのプロパティページを表示しま
す。

3b ［DeFrame Server Environment］ タブをク リ ッ ク して ［Environment］ ページを表
示します。
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3c ［Domain］ フ ィールドに、 ター ミナルサーバのド メ インを入力します。

3d ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存します。

ユーザポリシーパッケージの作成

ダイナミ ッ ク ローカルユーザアカウン ト と Roaming ユーザプロファ イルを管理するに
は、 ユーザポ リ シーパッケージに含まれる Windows 2000 ター ミナルサーバポ リ シーを
使用します。 既存のユーザポ リ シーパッケージを使用するか、 または Windows 2000
ター ミナルサーバポ リ シー用の新しいユーザポ リ シーパッケージを作成するこ とがで
きます。 使用するユーザポ リ シーパッケージがすでにある場合は、 73 ページの ｢ダイ
ナミ ッ ク ローカルユーザアカウン トの設定｣に進んでください。 それ以外の場合は、 次
の手順に従ってユーザポ リ シーパッケージを作成します。

1 ConsoleOne で、 ユーザポ リ シーパッケージオブジェク ト を作成するコンテナを右
ク リ ッ ク し、 ［Policy Package］ をク リ ッ ク して、 ［Policy Package Wizard］ を表示し
ます。

2 ［Policy Packages］ リ ス トから ［User Package］を選択し、［Next］をク リ ッ ク します。     
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パッケージオブジェク トの名前は、 パッケージオブジェク ト を作成するコンテナ内
で一意である必要があ り ます。 複数のユーザポ リシーパッケージを作成する場合
は、 「Win2000 TS User Package」 などのよ うな内容がわかりやすい名前を付けるこ
とができます。 または、 ポ リ シーのユーザが属するコンテナと同じコンテナにポ リ
シーを作成するこ とができます。

3 必要に応じて、 パッケージのオブジェク ト名と、 パッケージが作成されるコンテナ
を変更し、 ［Next］ をク リ ッ ク します。 

4 ［Summary］ ページで ［Define Additional Properties］ を選択し、 ［Finish］ をク リ ッ ク
します。 ユーザパッケージオブジェク トが作成され、 オブジェク トのプロパティ
ページが表示されます。

5 ［Policies］ タブ、 次に ［Win2000 Terminal Server］ をク リ ッ ク して、 ［Win2000 
Terminal Server Policies］ ページを表示します。
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6 次の 「ダイナミ ッ ク ローカルユーザアカウン トの設定」 に進みます。

ダイナミックローカルユーザアカウントの設定

Workstation Managerによってター ミナルサーバでユーザアカウン ト を作成する方法を
設定するには、 DLU( ダイナミ ッ クローカルユーザ ) ポ リシーを使用します。

1 ［Windows 2000 Terminal Server Policies］ ページで、 ［Dynamic Local User Policy］ の左
側にあるチェ ッ クボッ クスをオンにしてポ リシーを有効にします。 次に、
［ Properties］をク リ ッ ク して［ Dynamic Local Users］プロパティ ページを表示します。    

2 次のフ ィールドを設定します。 

［Enable Dynamic Local User］ : このオプシ ョ ンを選択する と、 Workstation Manager
を使用して動的にユーザアカウン ト を作成するこ とができます。
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［Manage Existing User Account (if any)］ : Workstation Manager で DLU ポ リシーを既
存のユーザアカウン トに適用する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。 このオプ
シ ョ ンを選択しないと、 新しいユーザアカウン トのみに DLU ポ リ シーが適用され
ます。

［Use eDirectory Credentials］ : このオプシ ョ ンを選択する と、 ユーザアカウン トの
作成時に eDirectoryのユーザ名とパスワードを使用できます。 ユーザの eDirectory
と Windowsのアカウン ト情報が同期化され、 コンテキス ト レスログインが設定さ
れるため (69 ページの ｢コンテキス ト レスログインの有効化｣を参照 )、 ター ミナル
サーバから DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動する と きにユーザ
はアカウン ト情報の入力を求められません。 

［Volatile User (Remove User after Logout)］ : このオプシ ョ ンは、ユーザがシンク ライ
アン ト アプ リ ケーシ ョ ンを終了し、 セッシ ョ ンが終了された後でユーザのアカウン
ト を削除する場合に選択します。 すべてのユーザアカウン ト情報が削除されます。
ユーザプロファ イルを保持する場合は、 Roamingプロファ イルを設定できます。 設
定方法については、 次の 「Roaming ユーザプロファ イルの設定」 を参照してく ださ
い。

［Member Of/Not Member Of］ : ［Not Member Of］ リ ス トで、 ユーザが所属する 1つ
または複数のグループを選択し、 ［Add］ をク リ ッ ク します。 グループメンバー
シップに基づいて、 ター ミナルサーバ上のユーザのアクセス権が設定されます。
ユーザアカウン トに割り当てるファ イルシステムアクセス権が、 リ ス トに表示され
たグループによって提供されていない場合は、 ［File Rights］ ページ ( ［Dynamic 
Local User］ > ［File Rights］ ページの順に選択 ) を使用できます。

3 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存し、 ［Dynamic Local Users］ プロパティページ
を閉じます。 

4 次の 「Roaming ユーザプロファ イルの設定」 に進みます。

Roamingユーザプロファイルの設定

Roaming ユーザプロファ イルの設定するために使用できるポ リ シーには次の 2つがあ り
ます。

! Windows ター ミナルサーバポ リシー : Windows ター ミナルサーバポ リシーを使用す
る と、 Roaming ユーザプロファ イルを保存するためのネッ ト ワークス ト レージの場
所を指定できます。 このポ リ シーを使用する利点には、 1) リモートセッシ ョ ンま
たはローカルセッシ ョ ンでユーザがター ミナルサーバにログインする場合のみ適用
される、 2) ク ラ イアン ト セッシ ョ ンを制御するために使用できる他の設定が含ま
れる、 などがあ り ます。

ユーザプロファ イルにこのポ リシーを使用するこ とは、 Windows ター ミナルサーバ
上のユーザアカウン トに関する ［Terminal Services Profile］ プロパティページを設
定するこ と と同じです。

! Windowsデスク ト ップ初期設定ポ リシー : Windowsデスク ト ップ初期設定ポ リシー
を使用する と、 Roaming ユーザプロファ イルを保存するためのネッ ト ワークス ト
レージの場所を指定できます。 Windowsデスク ト ップ初期設定ポ リシーは、 ユーザ
がワークステーシ ョ ンまたはター ミナルサーバにログインする と きに必ず適用され
ます。 したがって、 ワークステーシ ョ ンおよびター ミナルサーバで同じユーザプロ
ファ イルを使用する場合のみ使用して ください。   

一般的に、 Roamingプロファ イルを設定するためには Windows ター ミナルサーバポ リ
シーを使用するこ とをお勧めします。 両方のポ リ シーを使用して Roamingプロファ イ
ルを設定する と、 Windowsデスク ト ップ初期設定ポ リシーで ［Override Terminal Server 
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Profile］ 設定を選択しない限り、 Windows ター ミナルサーバポ リ シーの設定が使用され
ます。

Windows ター ミナルサーバポ リ シーを設定する手順を次に示します。 Windowsデスク
ト ップ初期設定ポ リシーを使用する場合は、 『ZENworks for Desktops 4管理ガイ ド』 の
「Workstation Management」 の 「ポ リ シーパッケージの作成とポ リ シーのセッ ト アップ」
の 「ユーザパッケージのポ リ シーのセッ ト アップ」 を参照してください。

Windows ター ミナルサーバポ リ シーを作成するには、 次の手順に従って ください。

1 ［Windows 2000 Terminal Server Policies］ ページで、 ［Windows Terminal Server Policy］
の左側にあるチェ ッ クボッ クスをオンにしてポ リシーを有効にします。 次に、
［Properties］ をク リ ッ ク してポ リ シーのプロパティページを表示します。    

2 ［Terminal Configuration］ タブをク リ ッ ク し、 ［Login］ をク リ ッ ク して ［Login］ ペー
ジを表示します。

3 ［Inherit Client Configuration］ オプシ ョ ンをオンにします。

重要 : このオプションを有効にしない場合は、ユーザによる DeFrameシンクライアントアプリケー

ションの起動時に、起動されたアプリケーションではなくターミナルサーバのデスクトップに対して

セッションが開始されます。

4 ［Terminal Server Profile Path］ フ ィールドに、 プロファ イルを設定するネッ ト ワーク
上の場所を示すパスを入力します。 次のこ とに注意して ください。

! %username%変数を使用して、 各ユーザのプロファ イルがそれぞれ別のディ レク
ト リに保存されるよ うにします。 たとえば、 次のよ うに指定します。

\\server\vol1\profiles\%username%

このパスを使用する と、 ユーザ jsmithのプロファ イルは、 次の場所に保存され
ます。

\\server\vol1\profiles\jsmith

! ユーザのディ レク ト リがすでに存在しているこ とを確認します。 この例では、
jsmithのプロファ イルが保存される \\server\vol1\profiles\jsmithがすでに存在
している必要があ り ます。
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! ユーザがユーザ自身のプロファ イルディ レク ト リへのアクセス権を持っている
こ とを確認します。 プロファ イルディ レ ク ト リが NetWare®サーバ上にある場
合は、 eDirectory を使用してアクセス権を割り当てるこ とができます。 プロ
ファ イルディ レク ト リが Windowsサーバ上にある場合は、 ユーザの Windows
アカウン ト を使用してアクセス権を割り当てる必要があ り ます。

5 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存し、 ［Windows Terminal Server］ プロパティ
ページを閉じます。

6 次の 「ユーザパッケージとユーザの関連付け」 に進みます。

ユーザパッケージとユーザの関連付け

ユーザポ リ シーパッケージは、 有効にする前にユーザと関連付ける必要があ り ます。 

1 ユーザパッケージオブジェク トのプロパティページが表示されていない場合は、
［User Package］ を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ をク リ ッ ク します。

2 ［Associations］ タブをク リ ッ ク して ［Associations］ ページを表示します。 

3 ［Add］ をク リ ッ ク し、 ポ リ シーパッケージを適用するユーザを参照して選択しま
す。 ユーザ、 ユーザグループ、 またはコンテナを追加できます。 

4 ユーザを追加したら、 ［OK］ をク リ ッ ク して情報を保存します。
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7 シンクライアントアプリケーションの配布

Novell® Application LauncherTM ( または、 ZENworks 6 Web Self-Service を使用している場
合は Launch Item ガジェッ ト ) を使用して DeFrameTM シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ
ンを配布するには、 次の節に示されている作業を行います。

! 77 ページの ｢ Novell eDirectoryでのアプリ ケーシ ョ ンオブジェク トの作成｣

! 79 ページの ｢アプ リ ケーシ ョ ンの設定｣

! 84 ページの ｢ ZENworks Web Self-Service を使用してアプリ ケーシ ョ ンを配布する｣

! 84 ページの ｢ Novell Application Launcher を使用してアプリ ケーシ ョ ンを配布する｣

Novell eDirectoryでのアプリケーションオブジェクトの作成

シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンをユーザに発行するには、 Novell eDirectoryTMでア
プリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成する必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェ
ク トは手動で作成できます。 または、 Citrix MetaFrame ター ミナルサーバを使用してい
る場合は、 DeFrame Published Application Synchronizationユーティ リ テ ィ を使用して、 ア
プ リ ケーシ ョ ン情報を Citrix Published Application Managerユーティ リ ティから
eDirectoryにインポートできます。 これら 2つの方法については、 次の節を参照してく
ださい。

! 77 ページの ｢手動によるアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの作成｣

! 78 ページの ｢ DeFrame Published Application Synchronizationユーティ リテ ィ を使用し
てアプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成する｣

手動によるアプリケーションオブジェクトの作成

1 ConsoleOne®で、 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成するコンテナを右ク リ ッ ク
し、 ［New］、 ［Object］ の順にク リ ッ ク して ［New Object］ ダイアログボッ クスを表
示します。

2 ［New Object］ リ ス トから ［App:Application］ を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク して、
［New Application］ ダイアログボッ クスを表示します。

3 ［Simple Application (No .AOT/.AXT or .MSI File)］ オプシ ョ ンを選択し、 ［Next］ をク
リ ッ ク します。

4 ［Object Name］ フ ィールドにアプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト名を入力し、 ［Next］
をク リ ッ ク します。

アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト名は、 作成先のコンテナで一意である必要があ り ま
す。 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト名は、 30文字以下にして ください。 アプ リ
ケーシ ョ ンオブジェク ト名に使用できない文字は、 次のとおりです。 
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5 ［Path to File］ フ ィールドを空白にして、 ［Next］ をク リ ッ ク します。

この情報は別の場所で指定します。

6 アプリ ケーシ ョ ンを実行するためにワークステーシ ョ ンが満たす必要がある要件を
定義し、 ［Next］ をク リ ッ ク します。

要件については、 『ZENworks for Desktops 4管理ガイ ド』 の 「Application 
Management」 の 「［System Requirements］ ページ」 を参照してください。

7 アクセス権を割り当てるユーザまたはワークステーシ ョ ンをアプ リ ケーシ ョ ンオブ
ジェク トに追加し、 ［Next］ をク リ ッ ク します。

ZENworks Web Self-Service を使用してアプリ ケーシ ョ ンをアプ リ ケーシ ョ ンパッ
ケージの一部と して配布する場合は、 ユーザをこのページに追加しないでくださ
い。

8 ［Display Details after Creation］ をオプシ ョ ンをク リ ッ ク し、 ［Finish］ をク リ ッ ク し
て、 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成し、 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トのプ
ロパティページを表示します。

9 アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トのプロパティページを開いた状態で、 79 ページの ｢
アプ リ ケーシ ョ ンの設定｣に進みます。

DeFrame Published Application Synchronizationユーティリティを使用してアプリ
ケーションオブジェクトを作成する

Citrix Published Application Manager ユーティ リ テ ィ を使用して Citrix MetaFrameサーバ
からアプリ ケーシ ョ ンを発行している場合は、 DeFrame Published Application 
Synchronizationユーティ リ テ ィ を使用して、 アプ リ ケーシ ョ ンをアプ リ ケーシ ョ ンオブ
ジェク ト と して eDirectoryにインポートできます。 インポート された各アプリ ケー
シ ョ ンに対して、 Published Application Synchronizationユーティ リテ ィはオブジェ ク ト を
1つ作成し、 Citrix Published Application Managerユーティ リティで指定された ICA ク ラ イ
アン ト設定 (色、 ウ ィ ンド ウサイズ、 音など ) を使用してオブジェク ト を設定します。

eDirectoryでアプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト と して作成するアプリ ケーシ ョ ンが格納さ
れたすべての Citrix MetaFrameサーバで、 Published Application Synchronizationユーティ
リ ティ を実行する必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンが 2つの異なるター ミナルサー
バに格納されている場合は、 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェ ク トが 1つだけ作成されます。
したがって、 アプ リ ケーシ ョ ンが複数のサーバにホス ト されている こ とを認識するよ
うに、 この 1つのアプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト を設定する必要があ り ます (79 ページ
の ｢アプ リ ケーシ ョ ンの設定｣を参照 )。

Published Application Synchronizationユーティ リテ ィ を実行するには、次の手順に従って
ください。

1 Published Application Synchronizationユーティ リ ティの context.ini ファ イルに、 アプ
リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を作成する eDirectory コンテキス トが含まれているこ と
を確認します。        

' (二重引用符 ) + (正符号 )

= (等号 ) \ (円記号 )

< (大なり記号 ) ; (セミコロン )

> (小なり記号 ) / (スラッシュ )

, (カンマ ) # (ポンド記号 )
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context.ini ファ イルは、 ター ミナルサーバの c:\winnt\system32\deframeディ レク ト
リ に格納されています。［ Applications］ と いう 見出しの下に、 アプリ ケーショ ンオブ
ジェク ト を作成するコンテキスト を入力します。 たと えば、 次のよ う に指定します。

.farm1.deframe.services.novell

Published Application Synchronizationユーティ リ ティは、 異なる Citrixサーバファー
ムを区別できません。 したがって、 異なるファームのアプリ ケーシ ョ ンオブジェク
ト を、 それぞれ別の eDirectory コンテキス トに作成する必要があ り ます。 別の
eDirectory コンテキス トに作成しない場合は、 あるファームのアプリ ケーシ ョ ンオ
ブジェク トが別のファームのアプリ ケーシ ョ ンオブジェク トによって上書きされま
す。 たとえば、 3つの異なるファームに対して、 次のコンテキス ト を使用できます。

.farm1.deframe.services.novell

.farm2.deframe.services.novell

.farm3.deframe.services.novell

2 context.ini ファ イルに指定されているコンテキス ト でオブジェク ト を作成する権利
を持つユーザと して eDirectory で認証されているこ とを確認します。 

3 c:\winnt\system32\deframeディ レ ク ト リから PassSrv.exe を実行して、 Published 
Application Synchronizationユーティ リ ティ を起動します。

Published Application Synchronizationユーティ リ ティにはインタフェースがあ り ませ
ん。 実行終了後に PassSrvLog.txt とい う ログファ イルが作成されます。 このログ
ファ イルには、 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク トの作成に成功または失敗したかど う
かが記録されます。 このログファ イルは、 PassSrv.exe と同じディ レク ト リに作成
されます。

重要 : アプリケーションが eDirectoryにインポートされた後に Citrix Published Applications 

Managerユーティリティでアプリケーションの情報を変更した場合は、1)eDirectoryでアプリケー

ションオブジェクトを削除しアプリケーションを再インポートするか、または 2)アプリケーションオ

ブジェクトの設定を同様に変更します。

4 eDirectoryにインポート するアプリ ケーショ ンが格納されている各 Citrix MetaFrame
ター ミナルサーバに対して、 ステップ 1 からステップ 3 を繰り返します。

5 次の 「アプリ ケーシ ョ ンの設定」 に進みます。

アプリケーションの設定

作成したアプリ ケーシ ョ ンオブジェク トは、 正し く設定する必要があ り ます。 

1 アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トのプロパティページが現在表示されていない場合
は、 オブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ をク リ ッ ク します。

2 ［DeFrame］ タブ > ［Application Setup］ の順にク リ ッ ク して ［Application Setup］
ページを表示します。 
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3 次のフ ィールドに情報を入力します。

［Protocol Type］ : アプ リ ケーシ ョ ンを実行するク ライアン トセッシ ョ ンのプロ ト コ
ル (RDP または ICA) を選択します。 アプ リ ケーシ ョ ンをホス ト している各
DeFrame ター ミナルサーバは、 選択したプロ ト コルをサポート している必要があ り
ます。 プロ ト コルタイプを選択しないと、 このページ上のその他のフ ィールドが利
用できません。

プロ ト コルタイプと して ICA を選択した場合は、 ［Launch This Application as a 
Separate Session］ オプシ ョ ンが利用可能にな り ます。 ［Launch This Application as a 
Separate Session］ オプシ ョ ンをオンにする と、 ICA ク ラ イアン ト とアプ リ ケーシ ョ
ンのター ミナルサーバとのセッシ ョ ンがすでに開始されているかど うかに関わら
ず、 アプ リ ケーシ ョ ンをアプ リ ケーシ ョ ン独自の ICA セッシ ョ ンでいつでも起動
するこ とができます。 デフォルトでは、 このオプシ ョ ンは無効です。 したがって、
同じ DeFrame ター ミナルサーバから実行された複数のアプリ ケーシ ョ ンは、 異な
るセッシ ョ ンではな く同じセッシ ョ ンを使用します。

［Servers Hosting the Application］ : この リ ス ト を使用して、 アプ リ ケーシ ョ ンを実行
するター ミナルサーバを定義します。 ユーザがアプリ ケーシ ョ ンを起動したと き
に、 アプ リ ケーシ ョ ンは負荷が最も小さいサーバから実行されます。 この リ ス トに
ター ミナルサーバを追加するには、 ［Associate］ をク リ ッ ク し、 DeFrame サーバオ
ブジェク ト を参照および選択します。     

重要 : DeFrameで負荷が最も小さいターミナルサーバを調べるには、ターミナルサーバとアプリケー

ションが負荷分散の対象となるように設定する必要があります。詳細については、85 ページの ｢負荷

分散の設定｣を参照してください。

［Preferred Server］ : このフ ィールドは、 アプ リ ケーシ ョ ンが 1つまたは複数のター
ミナルサーバにホス ト されており、 アプ リ ケーシ ョ ンを 1つのサーバだけから実行
する場合のみ適用されます。 手動で割り当てるために ［Manual］ チェ ッ クボッ クス
をオンにします。 次に、 該当する DeFrameサーバオブジェク ト を参照および選択
し、 優先するター ミナルサーバを ［Server Name］ フ ィールドに追加します。

手動で割り当てられた優先サーバのアド レス情報を参照するには、 ［More Info］ を
ク リ ッ ク します。
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負荷分散の対象とする複数の DeFrame ター ミナルサーバにアプリ ケーシ ョ ンがホ
ス ト されている場合は、 アプ リ ケーシ ョ ンに割り当てられた Watchdog によって、
優先サーバのリ ス トが作成されます。 負荷が最も小さいサーバには最も高い優先度
が割り当てられます。 ユーザが起動したアプリ ケーシ ョ ンは、 優先度が最も高い (
負荷が最も小さい )サーバから実行されます。 デフォルトでは、 優先サーバの リ ス
トは 4秒ごとに更新されます

優先サーバのリ ス トは、 このページではなく、 ［Other］ タブの ［deframeAppPSList］
属性の下に表示されます。 各サーバの固有の名前と優先度が表示されます。 たとえ
ば、 次のよ うにな り ます。

ts1.deframe.server.novell01
ts2.deframe.server.novell00

00が最も優先度が高く (負荷が最も小さいサーバ )、 01が 2番目に優先度が高いこ
とを示します。

［Private/Public IP］ : アプリ ケーシ ョ ンの起動時にター ミナルサーバのプライベー
ト またはパブ リ ッ ク IP アドレス (DeFrameサーバオブジェク ト > ［DeFrame Server 
Environment］ タブ > ［Environment］ の順に選択 ) を使用するかど うかを選択しま
す。 ［Private］ を選択した場合は、 ファ イアウォール内のユーザのみアプ リ ケー
シ ョ ンを利用できます。 ［Public］ を選択した場合、 ファ イアウォール外のユーザの
みアプリ ケーシ ョ ンを利用できます。

Citrix Secure Gateway を使用している場合は、 Citrix Secure Gateway を考慮してこの
オプシ ョ ンを設定する必要があ り ます。 Citrix Secure Gatewayがファ イアウォール
外にある場合は、 パブ リ ッ クアドレスを使用する必要があ り ます。 Citrix Secure 
Gatewayがファ イアウォール内にある場合は、 プライベート アドレスを使用する必
要があ り ます。

ファ イアウォール内およびファ イアウォール外の両方でアプリ ケーシ ョ ンを利用す
る場合は、 プライベート アクセス用のアプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト とパブ リ ッ ク
アクセス用のアプリ ケーシ ョ ンオブジェク トの 2つのアプリ ケーシ ョ ンオブジェク
ト を作成する必要があ り ます。

［Application Path］ : アプリ ケーシ ョ ンの実行可能ファ イルへのパスを入力します。
ター ミナルサーバで ConsoleOne を実行している場合は、 実行可能ファ イルを参照
および選択できます。 ［Servers Hosting the Application］ リ ス トに複数のター ミナル
サーバを追加した場合、 アプ リ ケーシ ョ ンの実行可能ファ イルは、 各ター ミナル
サーバの同じ場所に格納されている必要があ り ます。

［Working Directory］ : デフォルトでは、 作業ディ レク ト リは、 アプ リ ケーシ ョ ンが
格納されているディ レク ト リに設定されます。 作業ディ レク ト リは、 必要に応じて
変更できます。

4 アプリ ケーシ ョ ンオブジェク トのプロパティページを開いた状態で、 次の 「ICA ク
ラ イアン トの設定」 に進みます。

ICAクライアントの設定

この節は、 アプ リ ケーシ ョ ンのプロ ト コルタイプを ICAに設定した場合 ( ［DeFrame］
タブ > ［Application Setup］ ページ )のみ適用されます。

［ICA Client Settings］ ページを使用して、 ICA ク ラ イアン ト でアプ リ ケーシ ョ ンをどの
よ うに処理するかを設定できます。 設定内容は、 ウ ィンド ウの色、 暗号化、 音、
キャ ッシュ、 圧縮などです。 

ICA ク ラ イアン ト を設定するには、 次の手順に従って ください。
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1 ［DeFrame］ > ［CA Client Settings］ の順にク リ ッ ク します。

2 次の設定を行 うか、 ［Default Settings］ をク リ ッ ク して定義済みの値に設定値を リ
セッ ト します。

［Sound］ : セッシ ョ ンで音を有効にする場合は ［ON］ を選択し、 音を無効にする場
合は ［OFF］ を選択します。 音を有効にする と、 ター ミナルサーバの負荷が増加
し、 音声データを送信するために広い帯域幅が必要になり ます。 デフォルトは
［OFF］ です。

［Compression］ : データ圧縮を有効にする場合は ［ON］ を選択し、 データ圧縮を無
効にする場合は ［OFF］ を選択します。 データ圧縮を有効にする と、 データを送信
するために必要な帯域幅が減少します。 デフォルトは ［ON］ です。

［Persistent Cache］ : 頻繁に使用する画面要素をユーザのローカルド ライブにキャ ッ
シュする場合は ［ON］ を選択し、 キャ ッシュを無効にする場合は ［OFF］ をク
リ ッ ク します。 固定キャ ッシュを作成する と、 再利用するデータを送信するために
必要な帯域幅が減少します。 デフォルトは ［OFF］ です。

［Encryption］ : データ伝送用の最低の暗号化レベルを選択します。 デフォルトは
［BASIC］ です。 Citrix MetaFrameサーバでサポート されている場合は、 RC5暗号化
を利用して 40 ビッ ト 、 56 ビッ ト 、 または 128 ビッ トのキーを使用できます。

重要 : BASIC以外の暗号化レベルを使用する場合は、ターミナルサーバへのコンテキストレスログイン

が無効になります。ユーザは、アプリケーションの起動時に必ずユーザ名とパスワードを入力するよ

うに求められます。

［Window Color］ : セッシ ョ ンで使用するウ ィンド ウの色の設定を選択します。 16
色、 256色、 High Color (16 ビッ ト )、 または True Color (32 ビッ ト ) を選択できま
す。 デフォルトは、 256色です。

［Secure Gateway］ : このオプシ ョ ンは、 Citrix Secure Gateway を使用していて、
Citrix MetaFrameサーバと Citrix ICA ク ラ イアン ト間で保護された接続 (SSL) を行 う
場合のみ適用されます。

! ［Enable Relay Mode］ : このオプシ ョ ンは、 Citrix Secure Gatewayの使用を有効に
する場合にオンにします。 この設定を有効にする と、 ユーザがアプリ ケーシ ョ
ンを起動したと きに、 ICA ク ラ イアン ト と DeFrame ター ミナルサーバとの接続
が Citrix Secure Gatewayによって リ レーされます。 この設定を無効にする と、
ICA ク ラ イアン トは DeFrame ター ミナルサーバに直接接続しよ う と します。
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! ［Secure Gateway Fully Qualified Domain Name］ :Citrix Secure Gatewayの完全なド
メ イン名 (FQDN) を入力します ( たとえば、 csg.novell.com)。

! ［Port］ :Citrix Secure Gatewayが SSL接続を行 うためにリ ッスンするポート番号
を入力します。 SSL の標準のポート番号は 443です。

［Window Size］ : セッシ ョ ンで使用するウ ィンド ウサイズを選択します。 定義済み
のウ ィンド ウサイズ (640x480、 800x600、 1024x768、 1280x1024、 または 1600x1200)
を選択、 固定サイズまたはユーザのデスク ト ップの割合に基づいたカスタムサイズ
を指定、 またはシームレスウ ィンド ウを指定できます。 シームレスウ ィン ド ウを使
用する と、 ユーザはアプリ ケーシ ョ ンを リモート アプ リ ケーシ ョ ンではなく ローカ
ルアプリ ケーシ ョ ンのよ うに扱 う こ とができます。 ユーザは、 ローカルのファンク
シ ョ ンキーを使用した り、 タスクバー上のアプリ ケーシ ョ ンを切り替えたり、 ロー
カルウ ィンド ウ と リモート ウ ィ ンド ウを並べて表示した りできます。 デフォルトで
はシームレスウ ィンド ウが設定されます。

3 次の 「使用状況追跡機能の有効化」 に進みます。

使用状況追跡機能の有効化

この節は、 ZENworks 6 Web Self-Service を使用している場合のみ適用されます。

このアプリ ケーシ ョ ンの使用状況を追跡する場合、 または使用状況に応じて課金する
よ うに関連付けられているアプリ ケーシ ョ ンパッケージにアプリ ケーシ ョ ンを追加す
る場合は、 次の手順に従って ください。

1 ［OnDemand］ タブをク リ ッ ク して ［Usage Tracking］ ページを表示します。

2 ［Enable OnDemand Services to Track Usage of This Application］ オプシ ョ ンをオンに
します。

3 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存します。

4 次の 「ZENworks Web Self-Service を使用してアプリ ケーシ ョ ンを配布する」 または
84 ページの ｢ Novell Application Launcher を使用してアプリ ケーシ ョ ンを配布する｣
に進みます。
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Novell Application Launcherを使用してアプリケーションを配布する

ユーザが ZENworks for Desktops を使用してアプ リ ケーシ ョ ンを利用できるよ うにする
には、 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト をユーザオブジェ ク ト、 グループオブジェク ト 、
またはコンテナオブジェク トに関連付けます ( アプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト >
［Associations］ ページ )。 この結果、 ユーザは Novell Application Launcherからアプリ
ケーシ ョ ンを起動できるよ うにな り ます。 

ZENworks Web Self-Serviceを使用してアプリケーションを配布する

ユーザが ZENworks Web Self-Service を使用してアプ リ ケーシ ョ ンを利用できるよ うに
するには、 アプ リ ケーシ ョ ンをアプ リ ケーシ ョ ンパッケージに追加する必要があ り ま
す。詳細については、 『ZENworks 6 Web Self-Service Administration』 ガイ ドの 「Creating 
Application Packages (http://www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6/
ondemand/data/a5e1jrj.html#a5e1jrj)」 を参照して ください。

http://www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6/ondemand/data/a5e1jrj.html#a5e1jrj
http://www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6/ondemand/data/a5e1jrj.html#a5e1jrj
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8 負荷分散の設定

複数のター ミナルサーバを使用している場合は、 負荷分散を使用してサーバの負荷を
分散するこ とができます。 負荷分散を有効にする と、 複数のサーバに格納されている
アプリ ケーシ ョ ンをユーザが起動する と きに、 負荷が最も小さいサーバからアプリ
ケーシ ョ ンが起動されます。 この結果、 ター ミナルサーバが効率的に使用されるこ と
にな り、 アプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスが向上します。

負荷分散を設定するには、 次の節に示された概念的な説明を読み、 作業を行ってくだ
さい。

! 85 ページの ｢負荷分散のし くみ｣

! 86 ページの ｢Watchdogの作成｣

! 87 ページの ｢サーバの負荷計算の重みを調整する｣

! 90 ページの ｢ ZENTCASサービスの負荷分散機能設定の変更｣

負荷分散のしくみ

負荷分散は、 Watchdog を使用して行われます。 Watchdogは、 1つまたは複数のアプリ
ケーシ ョ ンを監視し、 監視しているアプリ ケーシ ョ ンを起動するター ミナルサーバを
決定するよ うに設定されます。

Watchdogは、 この決定を行 うために、 アプ リ ケーシ ョ ンをホス ト している各ター ミナ
ルサーバの負荷統計を収集し、 優先サーバ リ ス ト を作成します。 優先サーバ リ ス トは、
サーバの優先度を指定します。 負荷が最も小さいサーバの優先度は最も高く、 負荷が
最も大きいサーバの優先度は最も低く な り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 最も負荷が小
さいサーバから起動されます ( そのサーバが利用可能な場合 )。

Watchdogについて

Watchdogは、 1つまたは複数のアプリ ケーシ ョ ンを監視するよ うに設定された
DeFrameTM ター ミナルサーバです。 よ り具体的には、 Watchdogは、 ター ミナルサーバ
上で実行されている Novell® ZENworks® Thin-Client Application Service (ZENTCASサービ
ス )です。

各Watchdog では、 別の DeFrameサーバをバッ クアップと して割り当てるこ とができ
ます。 バッ クアップと して、 他の Watchdogのプライマ リサーバまたはバッ クアップ
サーバを含む任意の DeFrameサーバを割り当てるこ とができます。 バッ クアップの
DeFrame サーバは、 プライマ リサーバが利用できない場合のみWatchdogにな り ます。
この場合、 2つのサーバの役割が切り替わり ます。 新しいプライマ リサーバが利用でき
な くなるか、 ConsoleOne® を使用してこれら 2つのサーバの役割を手動で切り替える
と元の状態に戻り ます。



86   ZENworks for Desktops 4.0.1 DeFrameインストールおよび管理ガイド

    Novell Confidential      Manual (JPN)  12 May 2003

1つの Watchdog をすべてのアプリ ケーシ ョ ンに割り当てるこ とができます。 または、
複数の Watchdog を割 り当て、 各Watchdogがそれぞれ異なるグループのアプリ ケー
シ ョ ンを監視するよ うに設定するこ とができます。 使用する Watchdogの数は、
Watchdog のサーバが処理できる負荷の大きさや、 Novell eDirectoryTMへのサーバのアク
セス速度などのさまざまな要因によって決ま り ます。 個々の環境に応じた適切な設定
を行ってください。

DeFrameサーバの負荷が決定されるしくみ

Watchdogは、 アプ リ ケーシ ョ ンをホス ト している、 Watchdogに割 り当てられた各
DeFrame サーバから負荷統計を収集します。 各 DeFrame サーバで実行されている
ZENTCASサービスは、 各 DeFrameサーバの現在の負荷を計算します。 この計算は、
DeFrame サーバの リ ソース ( メモ リ 、 CPU使用率など )の使用状況や、 各 リ ソースに割
り当てられた重み (重要性 )に基づいて行われます。 サーバごとに リ ソースの重みを調
整して、 さまざまなパフォーマンスレベルを得る こ とができます (87 ページの ｢サーバ
の負荷計算の重みを調整する｣を参照 )。

Watchdogの作成

Watchdogは、 eDirectoryにオブジェク ト と して作成されます。 Watchdog オブジェ ク ト
を使用する と、 プライマ リ DeFrameサーバまたはバッ クアップサーバ (オプシ ョ ン )
を割 り当てる こ とができます。 また、 Watchdogが監視するアプリ ケーシ ョ ンを割り当
てる こ とができます。

Watchdog オブジェク ト を作成するには、 次の手順に従って ください。

1 ConsoleOneで、 Watchdogオブジェク ト を作成するコンテナを右ク リ ッ ク し、［ New］、
［Object］ の順にク リ ッ ク して ［New Object］ ダイアログボッ クスを表示します。

2 ［Class］ リ ス トから ［DeFrameWatchDog］ を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク して
［Create DeFrame WatchDog］ ダイアログボッ クスを表示します。

3 ［Name］ フ ィールドに、 Watchdog オブジェク ト名を入力します。

4 ［Define Additional Properties］ を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク して Watchdog オブジェ
ク ト を作成し、 Watchdog オブジェ ク トのプロパティページを表示します。
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5 ［Watched Applications］ リ ス トに、 Watchdog で監視するアプリ ケーシ ョ ンを追加し
ます。 追加するには、 ［Add］ をク リ ッ ク し、 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を選
択して ［OK］ をク リ ッ ク します。

6 ［Primary Server］ ボッ クスで ［Browse］ をク リ ッ ク し、 Watchdog のプライマ リ
DeFrameサーバと して割り当てる DeFrameサーバを選択します。 

7 (オプシ ョ ン ) ［Backup Server］ ボッ クスで、 Watchdogのバッ クアップ DeFrame
サーバと して割り当てる DeFrameサーバを選択します。

バッ クアップサーバは、 プライマ リサーバが利用できない場合、 または ［Switch］
ボタンをク リ ッ ク してサーバの割り当てを切り替えた場合のみ使用されます。

8 ［OK］ をク リ ッ ク して情報を保存します。

サーバの負荷計算の重みを調整する

ZENTCASサービスは、 DeFrameサーバの負荷を計算するために、 メモ リ 、 CPU使用
率、 ユーザ、 ページファ イル、 および仮想メモ リの 5つのサーバ リ ソースを使用しま
す。 サーバから取得した情報を基にして、 これらの各 リ ソースに対する負荷が自動的
に計算されます。 次に、 これら個々のリ ソースの負荷に割 り当てられた重みが負荷計
算に使用され、 サーバ全体の負荷が計算されます。

各 リ ソースのデフォルトの重みを使用するか、 またはさまざまなパフォーマンスレベ
ルを得るためにサーバごとに重みを変更できます。 リ ソースの重みは、 他のリ ソース
の負荷に関するサーバ負荷スコアに対して、 ある リ ソースの負荷が及ぼす影響の大き
さを示します。 たとえば、 メモ リの重みを 100、 CPU使用率の重みを 100、 残りの リ
ソースの重みを 0に設定する と、 メモ リの負荷と CPU使用率の負荷は、 サーバ負荷ス
コアでは同じ影響の大きさ (50%) を持つこ とになり、 他の リ ソースの負荷は無視されま
す。 5つすべてのリ ソースの重みを 100に設定する と、 それぞれのリ ソースの負荷は、
サーバ負荷スコアでは同じ影響の大きさ (20%)にな り ます。

サーバ負荷スコアの計算に関する詳細については、 89 ページの ｢サーバ負荷計算｣を参
照して ください。 

リ ソースに割 り当てられた重みを調整するには、 次の手順に従ってください。 
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1 ConsoleOne で、 DeFrameサーバオブジェ ク ト を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ をク
リ ッ ク して、 DeFrameサーバオブジェク トのプロパティページを表示します。

2［ Server Load Configuration］ タブをク リ ッ ク して［ Load Config］ ページを表示します。

3 次のよ うに設定を変更します。

［Memory］、 ［CPU Usage］、 ［Users］、 ［Page File］、 ［Virtual Memory］ : 各 リ ソースの
負荷に適用する重みを選択します。 他のリ ソースよ り も大きい重みを選択する と、
サーバ負荷スコアの計算時にその リ ソースの重要性が他のリ ソースよ り も高くな り
ます。 たとえば、 サーバにたく さんのメモ リが搭載されている場合に、 メモ リに高
い重みを設定する と します。 この場合、 サーバのメモ リのほとんどが使用可能な状
態であるため (サーバのメモ リ負荷が小さいため )、 サーバ負荷スコアは低くな り
ます。 サーバ負荷スコアが低いと、 サーバがアプリ ケーシ ョ ンの優先サーバになる
可能性が高くな り ます。
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［Maximum Number of Users］ : すべてのリ ソースの負荷は、 サーバから取得した情報
に基づいて計算されます。 ただし、 ユーザ負荷は例外です。 ユーザ負荷は、 現在ロ
グインしているユーザの数 (サーバから取得 ) を、 この設定で指定した最大ユーザ
数で割るこ とによって計算します。 この数は、 ター ミナルサーバで処理できる同時
セッシ ョ ンの最大数と同じ値に設定します。

［Log File Duration］ : ZENTCASサービスがログファ イルの情報を削除するまでの日
数を選択します。 zentcaslog.txt とい う ログファ イルが、 サーバの
c:\winnt\system32\deframeディ レ ク ト リに格納されています。 デフォルトは 3日で
す。 つま り、 3日ごとにログファ イルの情報が削除されます。

［Load Refresh Rate］ : この設定は、 DeFrameサーバが Watchdog のプライマ リサー
バと して動作している場合のみ適用されます。 ZENTCASサービスが他の DeFrame
サーバからの負荷情報を要求する頻度を選択します。 デフォルトは 4秒ごとです。

4 すべての設定をデフォルト設定にリセッ トする場合は、 ［Defaults］ をク リ ッ ク
します。

デフォルト設定は、 eDirectory ツ リーのルートにある DEFAULT_REG オブジェク ト
に保存されます。 デフォルト設定は変更できます。 この変更内容は、 デフォルト設
定を使用しているすべてのター ミナルサーバに反映されます。

5 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存します。

リ ソースの新しい重みは、 30秒後に使用できるよ うにな り ます。 新しい重みをすぐに
使用する場合は、 ZENTCASサービスを再起動して ください。

サーバ負荷計算

サーバ負荷スコアを計算するために、 ZENTCASサービスは次の計算式を使用します。

サーバ負荷スコア = ( リ ソース 1の負荷スコア ) + ...+ ( リ ソース 5 の負荷スコア )

「 リ ソース 1の負荷スコア」 から 「 リ ソース 5の負荷スコア」 は、 メモ リ 、 CPU使用
率、 ユーザ、 ページファ イル、 および仮想メモ リに対して計算された負荷スコアを示
します。 リ ソースの負荷スコアを計算するには次の計算式が使用されます。

リ ソース負荷スコア = (100)(調整された重み )(使用されている リ ソース / リ ソース合計 )

「(使用されている リ ソース / リ ソース合計 )」 の比率は、 サーバから取得された値を使
用して計算されます。 ただし、 ユーザ リ ソースの比率は例外です ( ログインしている
ユーザ数 /許可されている最大ユーザ数 )。 この場合、 許可されている最大ユーザ数の
値は、 ［Load Configuration］ ページの ［Maximum Number of Users］ 設定によって決ま り
ます。

リ ソースの調整された重みは、 次の計算式で計算されます。

調整された重み = ( リ ソースの重み ) / (すべてのリ ソースの重みの合計 )

各 リ ソースには 0から 100% までの重みが割り当てられるため、 重みを調整する必要が
あ り ます。 重みを調整しないと、 5つすべての リ ソースの重みの合計が 100% を超えて
しまいます。 したがって、 各 リ ソースの重みの値を内部的に調整して、 リ ソースの重
みの合計が 100%になるよ うにします。 たとえば、 デフォルトの重みを計算式に代入す
る と、 次の調整された重みが得られます (合計は 100%)。

メモ リ :20 / (20+80+20+5+5) = .154 (15.4%)
CPU使用率 :80 / (20+80+20+5+5) = .614 (61.4%)
ユーザ :20 / (20+80+20+5+5) = .154 (15.4%)
ページファ イル :5 / (20+80+20+5+5) = .038 (3.8%)
仮想メモ リ : 5 / (20+80+20+5+5) = .038 (3.8%)
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これらの調整された重みと 「(使用されている リ ソース / リ ソース合計 )」 の比率のサ
ンプル値を使用する と、 次のリ ソース負荷スコアが得られます。

メモ リ負荷スコア :(100)(.154)(.75) = 11.55
CPU使用率負荷スコア :(100)(.614)(.27)= 16.58
ユーザ負荷スコア :(100)(.154)(.4) = 6.16
ページファ イル負荷スコア :(100)(.038(.72)= 2.74
仮想メモ リ負荷スコア : (100)(.038)(.2)= .76

これらのリ ソース負荷スコアをサーバ負荷スコアの計算式に代入する と、 次の結果が
得られます。

11.55 + 16.58 + 6.16 + 2.74 + .76 = 37.79

サーバ負荷スコアが 100未満の場合は、 サーバが負荷分散の対象とな り ます。 また、
アプ リ ケーシ ョ ンをホス ト している他のサーバよ り もサーバ負荷スコアが低いサーバ
は、 アプリ ケーショ ンの優先サーバになり ます。 サーバ負荷スコアが 100以上の場合は、
サーバ負荷スコアが 100未満になるまでサーバが負荷分散の対象から除外されます。

ZENTCASサービスの負荷分散機能設定の変更

ZENTCASサービスでの負荷分散の処理方法を指定するために、 ZENTCASサービスで
は次の設定を含む複数の設定を行 う こ とができます。

! サーバが負荷分散の対象から除外されるよ うに ZENTCASサービスの負荷分散ス
レッ ドを無効にします。

! プライマ リサーバが稼動しているかど うかを ZENTCASサービス (バッ クアップサー
バと して稼動している場合 )が確認する頻度を制御します。

! ZENTCASサービス (プライマ リサーバと して稼動している場合)がDeFrameサーバか
ら負荷情報を要求する頻度を制御します。 

! タイムアウ トになる前に、 DeFrameサーバから負荷情報を受け取るまで ZENTCAS
サービス (プライマリ サーバと して稼動している場合 )が待機する時間を制御します。 

これらの設定は、 DeFrame サーバの Windows レジス ト リに保存されるため、 各ター ミ
ナルサーバで変更する必要があ り ます。 これらの設定に関する詳細については、 111 
ページの付録 A ｢ ZENTCASサービスの設定項目｣を参照して ください。



切断されたセッションの管理 91

    Novell Confidential        Manual (JPN)  12 May 2003

9 切断されたセッションの管理

ユーザがター ミナルサーバク ラ イアン ト セッシ ョ ンを終了ではなく切断した場合は、
セッシ ョ ンのステータスが ［Active］ から ［Disconnected］ に変更されます。 ユーザは
後に既存のセッシ ョ ンに再接続できます。

各 DeFrameTMサーバにインス トールされている Novell® ZENworksTM Thin-Client 
Application Service (ZENTCAS Service)には、 切断されたセッシ ョ ンを追跡および管理す
る機能が含まれます。 デフォルトでは、 切断されたセッシ ョ ンを追跡する ZENTCAS
サービスの機能は有効になっています。 切断されたセッシ ョ ンを追跡する ZENTCAS
サービスの機能の説明と管理方法については、 次の節を参照して ください。 

! 91 ページの ｢切断されたセッシ ョ ンを追跡する機能のし くみ｣

! 92 ページの ｢切断されたセッシ ョ ンを追跡する ZENTCASサービスの機能の設定を
変更する｣

切断されたセッションを追跡する機能のしくみ

Novell ZENworks Thin-Client Application Service(ZENTCASサービス )は、 新し く開始さ
れたセッシ ョ ンの情報に一致するセッシ ョ ン情報 (ユーザ、 アプ リ ケーシ ョ ンなど ) を
持つ切断されたセッシ ョ ンを再び有効にするために、 切断されたセッシ ョ ンを追跡し
ます。 新し く開始されたセッシ ョ ンは削除されます。 必要に応じて、 切断されたセッ
シ ョ ンを追跡し再び有効にするこ とによって、 必要でない新しいセッシ ョ ンが開始さ
れるのを防いだり、 切断されたセッシ ョ ンの増加を抑制した り、 セッシ ョ ンラ イセン
スを節約した りできます。

ユーザがセッシ ョ ンを切断する と、 DeFrame セッシ ョ ンモニタ (deshell.exe)が Novell 
eDirectoryTMのユーザオブジェク トにセッシ ョ ン情報を記録します。 同時に、 ZENTCAS
サービスは、 ター ミナルサーバの DeFrameサーバオブジェ ク トにその他のセッシ ョ ン
情報を記録します。

約 10秒ごとに、 ZENTCASサービスは、 これら 2つのオブジェク トに記録されたセッ
シ ョ ン情報をチェッ ク し、 その情報をサーバの現在のセッシ ョ ンと比較して、 切断さ
れたセッシ ョ ンがまだ存在しているかど うか、 または eDirectoryのセッシ ョ ン情報に
一致する新しいセッシ ョ ンが開始されたかど うかを確認します。 切断されたセッシ ョ
ンが削除された場合 ( リセッ ト された場合またはタイムアウ トになった場合 )は、 ユー
ザオブジェク トおよび DeFrameサーバオブジェク トからセッシ ョ ン情報が削除されま
す。 切断されたセッシ ョ ンの情報 (ユーザ、 アプ リ ケーシ ョ ンなど )に一致する新しい
セッシ ョ ンが開始された場合は、 新しい接続が削除され、 切断されたセッシ ョ ンが再
び有効にな り ます。 次に、 切断されたセッシ ョ ンの情報がユーザオブジェ ク トおよび
DeFrame サーバオブジェク トから削除されます。 
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切断されたセッションを追跡する ZENTCASサービスの機能の設定を変
更する

切断されたセッシ ョ ンの追跡方法を指定するために、 ZENTCAS サービスでは次の設定
を含む複数の設定を行 う こ とができます。

! ZENTCASサービスが切断されたセッシ ョ ンを追跡および管理しないよ うに
ZENTCASサービスの切断されたセッシ ョ ンスレッ ドを無効にします。

! ZENTCASサービスが eDirectoryに記録されたセッシ ョ ンの情報をチェ ッ ク し、その
情報をサーバの現在のセッシ ョ ン と比較する頻度を制御します。

これらの設定は、 DeFrame サーバの Windows レジス ト リに保存されるため、 各ター ミ
ナルサーバで変更する必要があ り ます。 これらの設定に関する詳細については、 111 
ページの付録 A ｢ ZENTCASサービスの設定項目｣を参照して ください。



ZENTCASサービスのログ機能の制御 93

    Novell Confidential        Manual (JPN)  12 May 2003

10 ZENTCASサービスのログ機能の制御

Novell® ZENworks® Thin-Client Application Service (ZENTCAS Service) によってログファ
イルに出力される情報の大きさを制御できます。 また、 書式 （デフォルトでは
Unicode*) をマルチバイ トの書式に変更するこ と もできます。 zentcaslog.txt とい う ログ
ファ イルが c:\winnt\system32\deframeディ レ ク ト リに作成されます。

ZENTCASサービスのログ機能は、 Windows レジス ト リの値に基づいて設定されます。
ログ機能の設定に関する詳細については、111 ページの付録 A ｢ ZENTCASサービスの設
定項目｣を参照して ください。
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11 Novell iFolderによるファイル保存のセットアップ

Novell® iFolder® 1.x または 2.x を使用する と、 ユーザはファ イルをシンク ライアン トの
セッシ ョ ンから 1つまたは複数のネッ ト ワークス ト レージに保存するこ とができます。
DeFrameTMは、 ユーザがアプリ ケーシ ョ ンを起動したと きにネッ ト ワークス ト レージを
利用可能な状態にし、 ユーザがアプリ ケーシ ョ ンを終了したと きにユーザのアクセス
を削除します。

iFolder を使用できるよ うに DeFrame をセッ ト アップする方法については、 次の節を参
照して ください。

! 95 ページの ｢ Novell NetDrive ク ラ イアン トのインス トール｣

! 95 ページの ｢ DeFrame iFolderサーバオブジェク トの作成｣

! 97 ページの ｢ユーザへの iFolderサーバの割り当て｣

! 98 ページの ｢ iFolderサーバにログインするために必要な情報をユーザに提供する｣

Novell NetDriveクライアントのインストール

Novell iFolder には NetDrive ク ラ イアン トが含まれます。 NetDrive を使用する と、
iFolder プロ ト コルを利用して iFolderサーバにネッ ト ワーク ド ラ イブをマップするこ と
ができます。

iFolder ク ラ イアン トが DeFrame ター ミナルサーバにまだインス トールされていない場
合は、 iFolderに付属するマニュアルまたは NetDriveの 『User’s Guide』 の 「Installing 
NetDrive on a Terminal Server (http://www.novell.com/documentation/lg/nw6p/netdrive/
data/ahnavk6.html)」 を参照し、 インス トールします。 NetDriveのインス トール時に次
のこ とに注意してください。

! iFolder ソフ ト ウェアに含まれているバージ ョ ンの NetDrive を使用します。 iFolder 
1.xサーバにアクセスする場合は iFolder 2.xに含まれているバージ ョ ンの NetDrive
を使用しません。 または、 iFolder 2.xサーバにアクセスする場合は iFolder 1xに含
まれているバージ ョ ンの NetDrive を使用しません。

! ユーザが存在するすべてのコンテナが iFolder検索コンテキス ト と して定義されてい
るこ とを確認します。

! 異なるNovell eDirectoryTMツ リーに格納されている iFolderサーバにアクセスする場合
は、 各ツ リーでユーザアカウン トが必要であ り、 ユーザコンテキス ト を含めるよ う
に各 iFolderサーバの検索コンテキス トが設定されている必要があ り ます。

DeFrame iFolderサーバオブジェクトの作成

iFolderサーバにアクセスするために必要な情報を DeFrame に提供するには、 eDirectory
で DeFrame iFolderサーバオブジェク ト と して iFolderサーバを定義します。 この作業
は、 ユーザがアクセスする iFolderサーバごとに行 う必要があ り ます。

http://www.novell.com/documentation/lg/nw6p/netdrive/data/ahnavk6.html
http://www.novell.com/documentation/lg/nw6p/netdrive/data/ahnavk6.html


96   ZENworks for Desktops 4.0.1 DeFrameインストールおよび管理ガイド

    Novell Confidential      Manual (JPN)  12 May 2003

DeFrame iFolderサーバオブジェク ト を作成するには、 次の手順に従って ください。

1 ConsoleOne®で、 DeFrame iFolderサーバオブジェク ト を作成するコンテナを右ク
リ ッ ク し、 ［New］、 ［Object］ の順にク リ ッ ク して ［New Object］ ダイアログボッ ク
スを表示します。

DeFrame iFolderサーバオブジェク トは、 ツ リーの任意のコンテナに作成できます。
たとえば、 DeFrameサーバオブジェク ト を作成したのと同じコンテナに作成できます。

2 ［Class］ リ ス トから ［deframeIFolder］ を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク して ［Create 
iFolder Server Object］ ダイアログボッ クスを表示します。

3 DeFrame サーバオブジェク トの名前を入力します。

コンテナ内で一意であれば、 どんな名前でも指定できます。

4 ［Define Additional Properties］ を選択し、 ［OK］ をク リ ッ ク して DeFrame iFolder
サーバオブジェク ト を作成し、 DeFrame iFolderサーバオブジェク トのプロパティ
ページを表示します。

5 次のフ ィールドに情報を入力します。

［Server Address］ : iFolderサーバの IP アドレスを入力します。

［Port］ : iFolderサーバに割り当てられたポート番号を入力します。 iFolderのイン
ス トールプログラムではデフォルトで 80に設定されます。 iFolder サーバが使用し
ているポート番号がわからない場合は、 iFolder Server Management Console を使用し
て確認します。 

［Connection Name］ : iFolderサーバ接続に使用する名前を入力します。 この名前は、
iFolderサーバに対するユーザのド ライブマッピングを NetDriveが作成する と きに
使用されます。 接続名を入力しないと、 DeFrame iFolderサーバオブジェク ト名が
使用されます。
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［Preferred Drive］ : ユーザが iFolderサーバに接続する と きに、 NetDriveが iFolder
サーバに対してド ラ イブをマップします ( ［Connection Name］ フ ィールドに指定さ
れた名前を使用 )。 iFolderサーバにマップする ド ラ イブを選択するか、 次に利用可
能なド ラ イブを iFolderによってマップする場合は、 ［Next Available］ を選択しま
す。 すでに使用されている特定のド ライブを選択した場合、 iFolderは次に利用可
能なド ラ イブをマップします。 ド ラ イブは、 次の構文を使用してマップします。

connection_name on ﾕ NetDrive-username ﾕ (drive_letter:)

6 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存します。

7 新しい iFolderサーバに対して DeFrame iFolderサーバオブジェク ト を作成するに
は、 以上の手順を繰り返します。

ユーザへの iFolderサーバの割り当て

DeFrame でユーザが iFolderサーバにログインできるよ うにするには、 iFolder サーバを
ユーザに割り 当てる必要があり ます。 この作業を行う には、次の複数の方法があり ます。 

! ConsoleOne を使用して、iFolderサーバを DeFrameユーザに手動で割り当てるこ とが
できます。 各ユーザは、 別々に設定する必要があ り ます。 以下の手順を参照して く
ださい。

! ZENworks 6 Web Self-Service を使用している場合は、OnDemand Services Launch Item
ガジェッ ト を設定して iFolderサーバを定義するこ とができます。 詳細については、
『ZENworks 6 Web Self-Service』 ガイ ドの 「Gadget Configuration Settings (http://
www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6/ondemand/data/
af5r914.html#af5r914)」 を参照して ください。

ConsoleOne を使用して iFolderサーバを DeFrame ユーザに割 り当てるには、 次の手順
に従ってください。

1 ConsoleOne で、 ユーザオブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ をク リ ッ ク し
てユーザオブジェク トのプロパティページを表示します。 

2 ［DeFrame］ タブ、 次に ［iFolder Servers］ をク リ ッ ク して、 ［iFolder Servers］ ペー
ジを表示します。                    

http://www.novell.com/documentation/japanese/zenworks6/ondemand/data/af5r914.html#af5r914
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3 ［Add］ をク リ ッ ク し、 DeFrame iFolder サーバオブジェク ト を参照および選択しま
す。 次に、 ［OK］ をク リ ッ ク して選択したオブジェク ト を ［iFolder Servers］ リ ス
トに追加します。 

4 ステップ 3 を繰り返して、 さ らに iFolderサーバを追加します。

5 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存します。

iFolderサーバにログインするために必要な情報をユーザに提供する

ユーザに iFolderサーバが割り当てられる と、 ユーザがシンク ライアン ト アプ リ ケー
シ ョ ンを初めて起動したと きに、 各 iFolderサーバに関する次のダイアログボッ クスが
表示されます。

ユーザは次のフ ィールドに情報を入力する必要があ り ます。

［Password］ : iFolderサーバが存在する eDirectory ツ リーのユーザパスワードを入力し
ます。

［Use PassPhrase］ : このオプシ ョ ンは、 iFolderサーバに保存されたファ イルを暗号化す
る場合に選択します。 オプシ ョ ンを選択する と、 ユーザはパスフレーズを入力し、 確
認のために再入力する必要があ り ます。 ユーザのパスフレーズは、 ユーザのファ イル
を暗号化および解読するために使用されるキーの一部になり ます。 ユーザが iFolder
サーバに対するパスフレーズをすでに使用している場合 (ユーザが iFolder ク ラ イアン
ト を使用して、 シンク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ン以外に iFolderサーバにアクセスし
ている場合 )、 使用しているパスフレーズをこのフ ィールドに指定する必要があ り ます。

これらのフ ィールドに指定する情報の説明をユーザに示し、 ユーザがログインする
iFolderサーバごとにユーザがこの情報を入力するよ うに求めるこ とができます。 ユー
ザは、 シンク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンを初めて起動したと き、 eDirectoryパスワー
ドが変更されたと き、 および iFolderサーバ接続を確立できなかったと きにこの情報を
入力するよ うに求められます。
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12 Citrix Secure Gatewayによるアプリケーションア
クセスのセットアップ

Citrix Secure Gateway を使用して、 Citrix MetaFrameサーバと ファ イアウォールの外に
ある ICA ク ラ イアン ト ワークステーシ ョ ン間の接続を確立するには、 Citrix Secure 
Gateway をサポートするよ うに DeFrameTM アプリ ケーシ ョ ンを設定する必要があ り ま
す。 詳細については、 次の節を参照してください。

! 99 ページの ｢ Terminal Serverのパブ リ ッ クアドレスの設定｣

! 100 ページの ｢Citrix Secure Gatewayを使用するよ うにアプリ ケーシ ョ ンを設定する｣

重要 : DeFrameは Citrix Secure Gatewayリレーモードのみサポートします。リレーモードでは、Citrix 
Secure Gatewayではなく MetaFrameサーバによって認証が処理されます。DeFrameでは MetaFrameサーバで

認証を行う必要があります。Citrix Secure Gatewayをリレーモードでインストールおよび使用する詳細に
ついては、Citrix Secure Gatewayのマニュアルを参照してください。

Terminal Serverのパブリックアドレスの設定

デフォルトでは、 Novell® eDirectoryTMの DeFrameサーバオブジェク トには、 DeFrame
サーバのプライベート (内部 ) IP アドレスまたはプライベート DNS名が設定されてい
ます。 Citrix Secure Gatewayがプライベートネッ ト ワーク内に設置されていない場合 (
たとえば、 ファ イアウォールの外のパブ リ ッ クネッ ト ワーク、 または内部ファ イア
ウォールの外の非武装地帯 (DMZ)に設置されている場合 )は、 各 DeFrameサーバオブ
ジェク トに DeFrameサーバのパブ リ ッ クアドレスを設定する必要があ り ます。

パブ リ ッ クアドレス と して、 Citrix Secure Gatewayが DeFrame サーバに接続するために
使用する IP アドレスまたは DNS名を指定します。 パブ リ ッ クアドレスは、 ICA ク ラ イ
アン ト ワークステーシ ョ ンが Citrix Secure Gatewayに接続する と きに Citrix Secure 
Gatewayに渡されます。 その結果、 Citrix Secure Gatewayはター ミナルサーバに接続で
きるよ うにな り ます。 ター ミナルサーバへの接続は、 DeFrame サーバのアドレスが
Citrix Secure Gatewayの観点から正しい場合のみ確立されます。

1 ConsoleOne®で、 ター ミナルサーバの DeFrameサーバオブジェ ク ト を右ク リ ッ ク
し、 ［Properties］ をク リ ッ ク します。

2 ［DeFrame Server Environment］ タブをク リ ッ ク して ［Environment］ ページを表示し
ます。
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3 パブ リ ッ ク IP アドレスまたはパブ リ ッ ク DNS名を入力します。

4 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存します。

5 各ター ミナルサーバに対して以上の手順を繰り返します。

Citrix Secure Gatewayを使用するようにアプリケーションを設定する

デフォルトでは、 DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンは Citrix Secure Gateway
で使用するよ うに設定されていません。 アプ リ ケーシ ョ ンを設定するには、 アプ リ
ケーシ ョ ンが Citrix Secure Gateway を使用できるよ うにし、 Citrix Secure Gatewayの完
全なド メ イン名およびポート番号を指定し、 次にサーバのプライベートアドレスではな
くパブ リ ッ クアドレスを使用するよ うにアプリ ケーシ ョ ンを設定する必要があ り ます。 

1 ConsoleOne で、 DeFrame シンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンのアプ リ ケーシ ョ ン
オブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ をク リ ッ ク します。

2 ［DeFrame］ > ［CA Client Settings］ の順にク リ ッ ク します。



Citrix Secure Gatewayによるアプリケーションアクセスのセットアップ 101

    Novell Confidential           Manual (JPN)  12 May 2003

3 Citrix Secure Gatewayに関する次の設定を行います。

［Enable Relay Mode］ : このオプシ ョ ンは、 Citrix Secure Gatewayの使用を有効にす
る場合にオンにします。 この設定を有効にする と、 ユーザがアプリ ケーシ ョ ンを起
動したと きに、 ICA ク ラ イアン ト と DeFrame ター ミナルサーバとの接続が Citrix 
Secure Gatewayによって リ レーされます。 この設定を無効にする と、 ICA ク ラ イア
ン トは DeFrame ター ミナルサーバに直接接続しよ う と します。

［Secure Gateway Fully Qualified Domain Name］ : Citrix Secure Gatewayの完全なド メ
イン名 (FQDN) を入力します ( たとえば、 csg.novell.com)。

［Port］ : Secure Gatewayが SSL接続を行 うためにリ ッスンするポート番号を入力し
ます。 SSLの標準のポート番号は 443 です。

4 ［DeFrame］ タブ > ［Application Setup］ の順にク リ ッ ク します。
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Citrix Secure Gatewayがプライベートネッ ト ワーク内に設置されていない場合 ( た
とえば、 ファ イアウォールの外のパブ リ ッ クネッ ト ワーク、 または内部ファ イア
ウォールの外の非武装地帯 (DMZ)に設置されている場合 )は、 ［Servers Hosting the 
Application］ リ ス トにある各サーバにパブ リ ッ クアドレスが設定されている必要が
あ り ます (前の 「Terminal Serverのパブ リ ッ クアドレスの設定」 を参照 )。 この
ページで、 ［Private/Public IP］ オプシ ョ ンが ［Public］ に設定されているこ とを確認
します。 これによ り、 ユーザがアプリ ケーシ ョ ンを起動したと きにサーバのパブ
リ ッ クアドレスが使用されます。 ［Public］ を選択しないと、 サーバのプライベート
アドレスが使用されます。 

5 Citrix Secure Gateway で、 アプ リ ケーシ ョ ンのサーバに接続するためにサーバのパ
ブ リ ッ クアドレスを使用する必要がある場合は、 ［Private/Public IP］ ボッ クスの
［Public］ オプシ ョ ンを選択します。

重要 : パブリックアドレスおよびプライベートアドレスの両方を使用してアプリケーションにアクセ

スするには、異なるアプリケーションオブジェクトを作成し、一方のオブジェクトをパブリック、も

う一方のオブジェクトをプライベートとして設定する必要があります。たとえば、Microsoft Word (

ローカル )アプリケーションオブジェクトと Microsoft Word (リモート )アプリケーションオブジェ

クトを作成できます。ユーザは、自分がいる場所に応じて、適切なアプリケーションを起動する必要

があります。

6 ［OK］ をク リ ッ ク して設定内容を保存します。
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13 ファイアウォールを経由するアプリケーションア
クセスのセットアップ

ネッ ト ワークファ イアウォールを経由してシンク ライアン ト アプ リ ケーシ ョ ンにアク
セスできるよ うにする場合は、 次の節に示された作業を行ってください。

! 103 ページの ｢ファ イアウォールのポート を開く ｣

! 103 ページの ｢ネッ ト ワークアドレス変換の設定｣

! 104 ページの ｢ eDirectoryでター ミナルサーバのパブ リ ッ クアドレスを定義する｣

! 105 ページの ｢パブ リ ッ クアプ リ ケーシ ョ ン と してアプ リ ケーシ ョ ンを定義する｣

ファイアウォールのポートを開く

TCP/IPパケッ ト を送受信するために、 次のファ イアウォールのポート を開きます。 

! 80および 443: これらの標準の HTTPおよび HTTPS ポート を使用する と、ユーザは
Novell® ZENworks® Middle Tier Server (Novell Application LauncherTMからシンク ライア
ン ト アプ リ ケーシ ョ ンを起動する場合 ) または ZENworks Web Self-Service ポータル
(OnDemand Services Launch Item ガジェ ッ トからシンク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ
ンを起動する場合 )にログインできます。

! 3389: RDP ク ラ イアン トおよびWindows ター ミナルサーバは、このポート を使用して
パケッ ト を送受信します。 これは、 標準の RDP ポートです。 標準以外の RDP ポー
ト を使用している場合は、 そのポート を開きます。

! 1494 (受信のみ ): ICA ク ラ イアン トは、このポート を使用して Citrix MetaFrameサー
バにパケッ ト を送信します。 これは、 標準の ICA ポートです。 標準以外の ICA
ポート を使用している場合は、 そのポート を開きます。 Citrixのファ イアウォール
の要件に関する詳細については、 Citrixのマニュアルを参照して ください。

! 1023以上 (送信のみ ): Citrix MetaFrameサーバは、これらのポート を使用して ICA ク
ラ イアン トにパケッ ト を送信します。 Citrixのファ イアウォールの要件に関する詳
細については、 Citrixのマニュアルを参照して ください。

ネットワークアドレス変換の設定

ZfD Middle Tier Server、 ZENworks Web Self-Service ポータルサーバ、 および DeFrameTM

ター ミナルサーバがプライベート (内部 ) アドレスを使用している場合は、 ファ イア
ウォールのパブ リ ッ ク (外部 ) アドレスがこれらのプライベート アドレスにマップされ
ているこ とを確認してください。
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パブ リ ッ クアドレスを正しいター ミナルサーバのプライベート アドレスに確実に変換
するには、 1対 1 マッピングを使用して各パブ リ ッ クアドレスを各プライベート アドレ
スにマップするこ とをお勧めします。 1対多マッピングを使用して、 1つのパブ リ ッ ク
アドレスを複数のプライベート アドレスにマップする場合は、 次のこ とに注意して く
ださい。

! アプリ ケーシ ョ ン構成: 1つのパブ リ ッ クアドレスを複数のター ミナルサーバのプラ
イベート アドレスにマップする場合は、 各ター ミナルサーバのアプリ ケーシ ョ ン構
成を同じにします。 この結果、 要求されたアプリ ケーシ ョ ンを含むター ミナルサー
バが必ずアクセスされるこ とにな り ます。

アプ リ ケーシ ョ ン構成を同じにする理由を、 簡単な例で説明します。 アプ リ ケー
シ ョ ンが 1つのター ミナルサーバのみにホス ト されている と します。 ユーザがアプ
リ ケーシ ョ ンを起動する と、 ユーザの RDP ク ラ イアン ト または ICA ク ラ イアン ト
はアプリ ケーシ ョ ンのター ミナルサーバに割り当てられたパブ リ ッ クアドレスを使
用します。 パブ リ ッ クアド レスは、 アプ リ ケーシ ョ ンをホス ト していない他のター
ミナルサーバにもマップされています。 ファ イアウォールは、 ラウンド ロビン方式
または事前に設定した方法に基づいてパブ リ ッ クアドレスを変換し、 アプ リ ケー
シ ョ ンをホス ト していないいずれかのター ミナルサーバにユーザを割り当てます。
この場合、 アプ リ ケーシ ョ ンは起動できません。

この問題を回避するには、 すべてのター ミナルサーバですべてのアプリ ケーシ ョ ン
をホス ト します。 または、 ター ミナルサーバをファームに分割し、 ファーム内の各
サーバに同じアプ リ ケーシ ョ ンをホス ト して、 ファーム内の各サーバが同じパブ
リ ッ クアドレスに変換されるよ うにします。

! 負荷分散 : ファ イアウォールのプロキシサーバでは事前に設定された独自の方法で
プライベート アドレスに変換するため、 1対多マッピングを使用している場合、
DeFrame の負荷分散機能はアプリ ケーシ ョ ンを実行するために使用するター ミナル
サーバを最終的に決定するこ とができません。 このよ うな場合でも、 Novell 
ZENworks Thin-Client Application Service (ZENTCASサービス )はアプリ ケーシ ョ ン
の優先サーバになるター ミナルサーバを決定し、 この優先サーバのパブ リ ッ クアド
レスを使用します。 ただし、 プロキシサーバがこのパブ リ ッ クアドレスを同じ優先
サーバに変換する とは限り ません。

! 切断されたセッシ ョ ンの追跡 : 1対多マッピングを使用する場合は、 切断したセッ
シ ョ ンにユーザが再接続したと きに、 同じター ミナルサーバが使用される とは限り
ません (負荷分散と同じ理由 )。 ユーザが別のター ミナルサーバに接続された場合
は、 新しいセッシ ョ ンが開始されます。 ユーザが同じター ミナルサーバに接続さ
れ、 ユーザの切断されたセッシ ョ ンが リセッ ト またはタイムアウ ト状態でない場合
は、 同じセッシ ョ ンが使用され、 新しいセッシ ョ ンは作成されません。 切断された
セッシ ョ ンがター ミナルサーバに蓄積する問題を解決するには、 切断されたセッ
シ ョ ンを許可しないよ うにします。

eDirectoryでターミナルサーバのパブリックアドレスを定義する

ター ミナルサーバのプライベート アドレス とパブ リ ッ クアドレスをマップするよ うに
ファ イアウォールをセッ ト アップした場合は、 Novell eDirectoryTMでパブ リ ッ クアドレ
スをター ミナルサーバの DeFrameサーバオブジェ ク トに追加する必要があ り ます。

1 ConsoleOne®で、 ター ミナルサーバの DeFrameサーバオブジェ ク ト を右ク リ ッ ク
し、 ［Properties］ をク リ ッ ク します。

2 ［DeFrame Server Environment］ タブをク リ ッ ク して ［Environment］ ページを表示し
ます。
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3 パブ リ ッ ク IP アドレスまたはパブ リ ッ ク DNS名を入力します。

4 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存します。

5 各ター ミナルサーバに対して以上の手順を繰り返します。

パブリックアプリケーションとしてアプリケーションを定義する

ユーザがアプリ ケーシ ョ ンを起動したと きに、 DeFrame ク ラ イアン トは、 ター ミナル
サーバのプライベート アドレスを使用するのか、 またはパブ リ ッ クアドレスを使用す
るのかをわかっている必要があ り ます。 ター ミナルサーバのパブ リ ッ クアドレスを使
用するには、 アプ リ ケーシ ョ ンをパブ リ ッ クアプ リ ケーシ ョ ン と して定義する必要が
あ り ます。

重要 : パブリックアドレスおよびプライベートアドレスの両方を使用してアプリケーションにアクセスする
には、異なるアプリケーションオブジェクトを作成し、一方のオブジェクトをパブリック、もう一方のオブ

ジェクトをプライベートとして設定する必要があります。たとえば、Microsoft Word (ローカル )アプリ
ケーションオブジェクトと Microsoft Word (リモート )アプリケーションオブジェクトを作成できます。

ユーザは、自分がいる場所に応じて、適切なアプリケーションを起動する必要があります。

アプリ ケーシ ョ ンをパブ リ ッ クアプ リ ケーシ ョ ン と して設定するには、 次の手順に
従って ください。

1 ConsoleOne で、 アプ リ ケーシ ョ ンオブジェク ト を右ク リ ッ ク し、 ［Properties］ を
ク リ ッ ク します。

2 ［DeFrame］ タブ、 次に ［Application Setup］ をク リ ッ ク します。

3 ［Private/Public IP］ ボッ クスで ［Public］ を選択します。

4 ［OK］ をク リ ッ ク して変更内容を保存します。
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14 ターミナルサーバからの DeFrameの削除

ター ミナルサーバのアプリ ケーシ ョ ンを管理および配布するために Novell® DeFrameTM

を使用しな くなった場合は、 ター ミナルサーバから DeFrame を削除できます。 削除す
るには、 ファ イルをアンインス トールし、 Novell eDirectoryTMから DeFrame サーバオブ
ジェク ト を削除する必要があ り ます。 詳細については、 次の節を参照して ください。

! 107 ページの ｢ DeFrame ファ イルのアンインス トール｣

! 107 ページの ｢ DeFrame サーバオブジェク トの削除｣

DeFrameファイルのアンインストール

DeFrame ファ イルは、 ZENworks® for Desktops Management Agentの一部と してインス
トールされます。 DeFrame ファ イルを削除するには、 ワークステーシ ョ ンから
Management Agent を削除します。 

1 ター ミナルサーバで、 ［アプリ ケーシ ョ ンの追加と削除］ ダイアログボッ クスを開
きます ( ［スタート ］ メニュー > ［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［アプリ ケー
シ ョ ンの追加と削除］ の順にク リ ッ ク )。

2 ［現在インス トールされているプログラム］ リ ス ト で、 ［ZENworks for Desktops 
Management Agent］ を選択し、 ［変更と削除］ をク リ ッ ク して、 表示される指示に
従います。

DeFrameサーバオブジェクトの削除

ター ミナルサーバの DeFrameサーバオブジェ ク ト を eDirectoryから削除する と、 すべ
てのアプリ ケーシ ョ ンオブジェク ト と DeFrameサーバオブジェ ク トの関連付けが解除
されます。 

1 ConsoleOne®で、 ター ミナルサーバの DeFrameサーバオブジェ ク ト を右ク リ ッ ク
し、 ［Delete NDS Object］ をク リ ッ ク します。

2 ［Yes］ をク リ ッ ク して削除を確認します。
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V 付録

111 ページの付録 A ｢ ZENTCASサービスの設定項目｣
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A ZENTCASサービスの設定項目

ZENTCASサービスでは、 次の設定を含むWatchdogの詳細な設定を行う こ と ができます。

ZENTCASの設定は、 ターミ ナルサーバの Windowsレジスト リ の次のキーに保存されます。

HKEY_LOCAL_MACHINE\System\CurrentControlSet\Services\ZenTCAS\Config

次の表では個々の設定 (値 )について説明しています。

値 データタ

イプ

デフォ

ルト値

再キャッ

シュ

説明

SettingsRecacheDelaySecs DWORD 20 Yes 特定のレジストリ設定を ZENTCAS
サービスが再び参照する頻度を指定
します。ZENTCASサービスが参照す
るレジストリ設定は、「再キャッ
シュ」列の「Yes」エントリによって
示されます。

DWThreadSleepMillis DWORD 20 No ZENTCASサービスのメインスレッド
の無効状態 (スリープ状態 )が続く
時間を制御します。 

DSThreadSleepMillis DWORD 300 No ZENTCASサービスのディレクトリ
サービススレッドの無効状態 (ス
リープ状態 )が続く時間を制御しま
す。 

DSTThreadSleepMillis DWORD 300 No ZENTCASサービスの、切断された
セッションを追跡する機能
(Disconnected Session Tracking)の
スレッドの無効状態 (スリープ状態
)が続く時間を制御します。 

PSThreadSleepMillis DWORD 300 No ZENTCASサービスのプライマリ
Watchdogサーバスレッドの無効状態
(スリープ状態 )が続く時間を制御
します。 

LogFileOutputFilter DWORD 0 Yes ログファイルに出力する情報の種類
を指定します。有効な設定値は次の
とおりです。

0 = エラー
1 = エラーおよび警告
2 = すべての情報

zentcaslog.txtというログファイル
が c:\winnt\system32\deframeディ
レクトリに格納されています。
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LogFileConvertUni DWORD 0 Yes デフォルト値 (0)では、ZENTCAS
サービスが Unicode形式のログファ
イル生成します。ANSI形式のテキス
トファイルを生成する場合は 1に変
更します。 

0 = Unicode形式を選択
1 = ANSI形式を選択

LogGetLastError DWORD 0 Yes デフォルト値 (0)では、ZENTCAS
サービスのエラーコードとメッセー
ジのみ出力します。Windowsのエ
ラー情報も出力する場合は 1に変更
します。

0 = ZENTCASサービスのエラーコード
とメッセージのみ出力
1 = Windowsエラー情報も出力

AliveCheckDelaySecs DWORD 30 Yes プライマリ Watchdogサーバが稼動し
ているかどうかを ZENTCASサービス
(バックアップの Watchdogサーバと
して稼動している場合 )が確認する
頻度を指定します。

AliveCheckTimeoutSecs DWORD 10 Yes プライマリ Watchdogサーバが稼動
チェックに応答するまで ZENTCAS
サービス (バックアップの Watchdog
サーバとして稼動している場合 )が
待機する時間を指定します。プライ
マリ Watchdogサーバが、指定した時
間内に応答しない場合は、バック
アップサーバがプライマリサーバに
切り替わります。

DSRecacheDelaySecs DWORD 30 Yes 情報を更新するために ZENTCASサー
ビスが eDirectoryを参照する頻度を
指定します。ZENTCASサービスがプ
ライマリ Watchdogサーバである場
合、ZENTCASサービスは、割り当て
られたアプリケーションのリストを

更新するために Novell® 
eDirectoryTMを参照します。ZENTCAS
サービスがプライマリ Watchdogサー
バでない場合、ZENTCASサービスは、
プライマリまたはバックアップのス
テータスが割り当てられていないか
どうかを確認するために eDirectory
を参照します。

値 データタ

イプ

デフォ

ルト値

再キャッ

シュ

説明
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LoadRequestDelaySecs DWORD 4 Yes ZENTCASサービス (プライマリ
Watchdogサーバとして稼動している

場合 )が DeFrameTMサーバから負荷
情報を要求する頻度を指定します。

注 : この設定は ConsoleOneCMで変更
できます (DeFrameサーバオブジェク
ト >［Server Load Configuration］
タブ >［Load Config］ページ >
［Load Refresh Rate］フィールドの
順に選択 )。 

LoadRequestTimeoutSecs DWORD 10 Yes DeFrameサーバがサーバ負荷情報を
返すまで ZENTCASサービス (プライ
マリ Watchdogサーバとして稼動して
いる場合 )が待機する時間を指定し
ます。DeFrameサーバの応答が指定
した時間内に返されない場合は、
DeFrameサーバの以前の負荷情報が
使用されます。

PacketSendTimeoutMillis DWORD 100 Yes ソケットまたは IPCを経由してパ
ケットが正常に送信されるまで
ZENTCASサービスが待機する時間を
指定します。 

PacketProcessTimeoutMillis DWORD 100 Yes データの受信を待っているソケット
または IPCを ZENTCASサービスが保
持する時間を指定します。

UseDisconnectedSessionTracker DWORD 1 Yes 切断されたセッションを追跡する
サーバの機能を有効または無効にし
ます。有効な設定値は次のとおり
です。 

0 = 無効
1 = 有効

DSTSynchronizeSecs DWORD 10 Yes ZENTCASサービスの、切断された
セッションを追跡する機能
(Disconnected Session Tracking)の
スレッドが、セッションを同期化 (
可能な場合 )するために eDirectory
とサーバセッションをチェックする
頻度を制御します。 

UseLoadBalancing DWORD 1 Yes DeFrameサーバの負荷分散機能を有
効または無効にします。有効な設定
値は次のとおりです。

0 = 無効
1 = 有効

値 データタ

イプ

デフォ

ルト値

再キャッ

シュ

説明
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UseMaxUsersAsLimit DWORD 0 Yes ZENTCASサービスが、DeFrameサーバ
の負荷の値に関わらず、DeFrame
サーバの［Maximum Number of Users 
Setting］(ConsoleOne>DeFrameサー
バオブジェクト >［Server Load 
Configuration］タブ >［Load 
Config］ページの順に選択 )の値を、
サーバの絶対最大ユーザ数として使
用するように指定します。最大ユー
ザ数に到達すると、DeFrameサーバ
の負荷の値が非常に大きくなり、
DeFrameサーバは優先サーバとして
選択されなくなります。有効な設定
値は次のとおりです。

0 = 無効
1 = 有効

値 データタ

イプ

デフォ

ルト値

再キャッ

シュ

説明
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